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北
海
道
の
産
業

宇
宙
関
連
の
先
端
技
術
や
産
業

　

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
の
加
速
、
都
市
部
へ
の
人
口
集
中
と
地
方
の
衰
退
、
出
遅

れ
が
目
立
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
、
待
っ
た
な
し
の
地
球
環
境
問
題
。
ま
さ
に
混
迷
の
時

代
に
日
本
が
抱
え
る
課
題
は
、
北
海
道
の
課
題
そ
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
社
会

経
済
活
動
の
方
向
性
を
根
本
的
に
変
え
る
、
新
た
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

見
方
を
変
え
て
み
れ
ば
、
今
は
ま
さ
に
、
高
付
加
価
値
化
や
知
識
集
約
型
産
業
の
拡
大

に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
絶
好
の
機
会
で
も
あ
る
。
国
土
の
５
分
の
１
以
上
と

い
う
広
大
な
大
地
、
豊
富
な
自
然
資
本
を
有
す
る
北
海
道
は
、
地
域
独
自
の
新
た
な
方

向
と
戦
略
を
自
分
達
の
手
で
生
み
出
し
、
知
識
と
創
造
性
を
核
と
し
た
経
済
活
性
化
を

図
る
可
能
性
を
大
い
に
秘
め
て
い
る
。

　

本
レ
ポ
ー
ト
は
毎
号
テ
ー
マ
別
に
、「
世
界
水
準
の
価
値
創
出
」
や
「
持
続
可
能
な

地
域
の
活
動
・
産
業
」
の
動
き
に
つ
い
て
、
学
識
者
や
有
識
者
と
共
に
道
内
各
地
で
現

地
取
材
し
、
そ
の
活
動
が
育
ま
れ
た
歴
史
や
背
景
、
課
題
と
そ
の
克
服
方
法
な
ど
を
事

例
と
し
て
調
査
報
告
す
る
。
持
続
可
能
な
地
域
社
会
、
産
業
の
発
展
、
自
然
環
境
の
保

全
や
生
活
の
質
の
豊
か
さ
向
上
な
ど
、
複
雑
化
し
な
が
ら
存
在
す
る
課
題
の
解
決
に
向

け
て
、
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
て
い
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

本
号
で
は
、
小
型
人
工
衛
星
の
世
界
的
な
需
要
の
高
ま
り
で
、
市
場
規
模
が
拡
大
し

て
い
る
航
空
宇
宙
産
業
に
注
目
。
北
海
道
に
お
け
る
「
宇
宙
関
連
の
先
端
技
術
や
産
業
」

を
特
集
す
る
。

　

道
内
で
は
大
樹
町
が
約
40
年
前
か
ら
「
宇
宙
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
、
民
間
に
開

か
れ
た
宇
宙
港
『
北
海
道
ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
』
の
運
営
と
設
備
拡
張
を
進
め
て
い
る
。
そ

の
大
樹
町
を
拠
点
と
す
る
宇
宙
港
運
営
会
社
や
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
を
進
め
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、

さ
ら
に
気
球
で
の
宇
宙
遊
覧
フ
ラ
イ
ト
や
衛
星
デ
ー
タ
の
農
林
水
産
業
へ
の
活
用
を
目
指

す
企
業
な
ど
、
道
内
各
地
で
動
き
出
し
て
い
る
宇
宙
産
業
の
「
今
」
を
取
材
し
た
。

　

ま
た
、
次
世
代
宇
宙
往
還
機
を
開
発
中
の
米
国
企
業
と
国
内
企
業
と
の
連
携
協
定
を

締
結
し
て
い
る
、
大
分
県
庁
な
ど
の
取
り
組
み
も
紹
介
す
る
。

　

地
域
経
済
へ
の
波
及
も
大
い
に
期
待
さ
れ
る
宇
宙
関
連
産
業
。
そ
の
未
来
や
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
、
ご
寄
稿
頂
い
た
学
識
者
の
基
調
レ
ポ
ー
ト
と
共
に
掘
り
下
げ
て
み
た
い
。

北
海
道
の
未
来
を
、
ど
う
歩
む
の
か
。

ヒ
ン
ト
は
、「
人
」
と
「
地
域
」
に
眠
っ
て
い
る
。
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の
事
故
の
回
避
に
加
え
、
ロ
ケ
ッ

ト
打
ち
上
げ
日
を
設
定
し
や
す
い
。

④
安
定
し
た
気
象
：
十
勝
地
方
は

北
部
と
西
部
に
山
地
が
あ
る
た
め
、

降
水
・
降
雪
が
少
な
い
。
北
海
道

に
は
梅
雨
が
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、

「
十
勝
晴
れ
」
と
呼
ば
れ
る
晴
天

率
の
高
さ
が
優
位
性
を
も
た
ら
す
。

⑤
ロ
ケ
ッ
ト
や
人
工
衛
星
等
を
持

ち
込
む
輸
送
の
容
易
さ
：
海
上
輸
送

で
あ
れ
ば
重
要
港
湾
で
あ
る
十
勝

港
が
至
近
距
離
に
あ
る
。
航
空
輸
送

の
場
合
、人
の
移
動
も
含
め
て
、車
で

40
分
の
帯
広
空
港
が
利
用
で
き
る
。

　

勘
の
い
い
読
者
な
ら
、
地
図
を

眺
め
て
同
様
の
地
点
を
探
す
と
思

わ
れ
る
。
例
え
ば
国
内
な
ら
房
総

半
島
が
①
を
満
た
す
が
、
③
と
⑤

は
適
さ
な
い
。
海
外
だ
と
、
ア
メ

リ
カ
・
フ
ロ
リ
ダ
半
島
に
あ
る
ケ

ネ
デ
ィ
宇
宙
セ
ン
タ
ー
は
東
に
海

が
広
が
る
が
、
南
北
方
向
に
は
陸

地
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
地
理
的
に

決
定
さ
れ
る
①
に
難
点
が
あ
る
。

置
測
定
衛
星
の
電
波
を
受
け
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

お
け
る
ロ
シ
ア
軍
の
車
列
配
置
が

刻
々
と
わ
か
る
の
は
地
表
を
撮
影

す
る
観
測
衛
星
の
お
か
げ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
人
工
衛
星
は
暮
ら
し

の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
需
要
は
う
な
ぎ
登
り
で
あ
る
。

2
0
2
２
年
に
お
け
る
世
界
の
人

工
衛
星
打
ち
上
げ
数
は
２
３
６
８
機

で
あ
っ
た
が
、
過
去
10
年
で
11
倍

に
増
加
し
た
  2）
。
今
後
は
多
数
の

小
型
人
工
衛
星
を
打
ち
上
げ
て
編

隊
を
組
ま
せ
る
コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ

ン
方
式
が
主
流
と
な
る
た
め
、
さ

ら
な
る
需
要
増
が
確
実
視
さ
れ
て

い
る
。

　

当
然
の
こ
と
だ
が
、
人
工
衛
星

を
宇
宙
空
間
に
配
置
す
る
た
め
に

は
、
ロ
ケ
ッ
ト
に
乗
せ
て
発
射
場

か
ら
打
ち
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
発
射
場
、
ロ
ケ
ッ

ト
と
も
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

世
界
的
に
発
射
場
の
整
備
が
急
が

れ
、
1
5
0
に
及
ぶ
企
業
が
ロ
ケ
ッ

ト
開
発
に
乗
り
出
し
て
い
る
。

　

宇
宙
開
発
は
時
代
の
転
換
期
に

あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
ア
メ
リ
カ
の

N
A
S
A
や
日
本
の
J
A
X
A
と

い
っ
た
政
府
機
関
が
大
量
の
予
算

を
投
入
し
て
大
規
模
ロ
ケ
ッ
ト
を

打
ち
上
げ
る
形
が
主
流
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
2
0
1
0
年
代

に
入
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
民
間
企

業
（
イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス
ク
の
ス
ペ
ー

ス
Ｘ
社
や
、
ジ
ェ
フ
・
ベ
ゾ
ス
の

ブ
ル
ー
オ
リ
ジ
ン
社
な
ど
）
が
補

助
金
を
得
な
が
ら
ロ
ケ
ッ
ト
を
打

ち
上
げ
る
時
代
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

前
者
は
オ
ー
ル
ド
・
ス
ペ
ー
ス
、

後
者
は
ニ
ュ
ー
・
ス
ペ
ー
ス
と
呼

ば
れ
る
。
日
本
で
も
民
間
の
宇
宙

企
業
が
育
ち
つ
つ
あ
る
。

　

以
下
で
は
、
宇
宙
産
業
の
中
で

も
発
射
場
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上

げ
に
焦
点
を
あ
て
る
こ
と
と
し
た
い
。

2
世
界
的
に
も
稀
な

大
樹
町
の
「
地
の
利
」

　

帯
広
か
ら
自
動
車
道
を
１
時
間

余
り
南
に
走
る
と
、
大
樹
町
に
着

く
。
同
町
は
海
に
開
け
平
地
に
恵

ま
れ
る
た
め
、
農
業
や
漁
業
が
盛

ん
で
あ
る
。
人
口
は
か
つ
て
1
万

1
5
0
0
人
を
超
え
て
い
た
が
、

他
地
域
と
同
様
、
減
少
の
荒
波
を

か
ぶ
り
、
2
0
2
0
年
に
は
半
分

以
下
の
約
5
4
0
0
人
に
な
っ
た
。

同
町
が
「
宇
宙
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
掲
げ
た
の
は
40
年
近
く
前
の

1
9
8
5
年
で
あ
る
。
そ
の
前
年
、

北
海
道
東
北
開
発
公
庫
（
現
・
日

本
政
策
投
資
銀
行
）
が
北
海
道
大

規
模
航
空
宇
宙
産
業
基
地
構
想
を

発
表
し
、
そ
の
内
容
に
当
時
の
町

長
が
触
発
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
あ
っ
た
。そ
れ
に
し
て
も
な
ぜ

大
樹
町
で
宇
宙
な
の
か
。
そ
の
理

由
を
５
点
に
分
け
て
説
明
し
よ
う
。

①
東
お
よ
び
南
に
海
が
広
が
っ
て

い
る
こ
と
：
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上

げ
方
角
は
決
ま
っ
て
い
る
。
赤
道

上
空
の
静
止
軌
道
に
人
工
衛
星
を

投
入
す
る
場
合
、
地
球
の
自
転
を

利
用
で
き
る
東
方
角
に
打
ち
上
げ

る
（
地
球
の
自
転
速
度
は
赤
道
が

最
大
な
の
で
低
緯
度
が
有
利
で
あ

る
。
日
本
の
発
射
場
が
種
子
島
な

ど
南
に
あ
る
の
は
そ
の
た
め
）。
他

方
、
北
極
・
南
極
を
周
回
す
る
極

軌
道
に
投
入
す
る
に
は
南
北
の
い

ず
れ
か
に
打
ち
上
げ
る
。
こ
の
場

合
、
緯
度
は
ほ
と
ん
ど
関
係
し
な

い
  3）
。
し
た
が
っ
て
、
大
樹
町
は

静
止
軌
道
投
入
で
は
や
や
劣
る
も

の
の
、
近
年
打
ち
上
げ
が
増
加
し

て
い
る
低
軌
道
や
極
軌
道
へ
の
投

入
で
は
優
位
性
を
も
つ
。

②
広
大
な
土
地
が
あ
っ
て
人
口
密

集
地
が
な
い
こ
と
：
ロ
ケ
ッ
ト
打

ち
上
げ
で
は
事
故
の
危
険
を
排
除

で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
十
分
な
保

安
距
離
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
。

最
寄
り
の
人
口
密
集
地
で
あ
る
帯

広
市
ま
で
70
㎞
ほ
ど
離
れ
て
い
る

点
も
安
心
材
料
で
あ
る
。

③
飛
行
機
や
船
で
付
近
が
混
雑
し

て
い
な
い
こ
と
：
衝
突
等
何
ら
か

1
は
じ
め
に

　

十
勝
の
大
樹
町
が
ロ
ケ
ッ
ト
打

ち
上
げ
で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
、

と
い
う
話
を
耳
に
し
た
道
民
は
少

な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
ロ

ケ
ッ
ト
に
は
夢
や
ロ
マ
ン
を
感
じ

る
も
の
の
、
実
現
可
能
性
に
つ
い

て
は
半
信
半
疑
の
読
者
も
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
う
し
た
疑
問
を
解
く
に
は
現

実
の
動
き
を
見
る
に
限
る
。
２
０

２
３
年
10
月
、
帯
広
に
お
い
て
「
北

海
道
宇
宙
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
３
」
が

開
催
さ
れ
、
会
場
約
８
０
０
人
、

オ
ン
ラ
イ
ン
約
２
２
０
０
人
が
参
加

し
た
  1）
。
地
方
都
市
開
催
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
は
大
盛
況
だ
。
サ
ミ
ッ

ト
で
開
催
さ
れ
た
複
数
の
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
多
数
の
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
が
登
壇
し
た
。
地
元
や
業
界

の
有
力
者
は
当
然
と
し
て
も
、
首

相
直
属
の
政
府
機
関
で
あ
る
内
閣

府
か
ら
宇
宙
開
発
戦
略
推
進
事
務

局
参
事
官
が
登
壇
し
た
こ
と
か
ら

国
の
や
る
気
が
う
か
が
え
る
。
企

業
関
係
で
は
、
三
井
住
友
海
上
や

日
本
旅
行
な
ど
が
メ
ジ
ャ
ー
ス
ポ

ン
サ
ー
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ビ
ジ
ネ
ス
面
の
注
目
度
も
高
い
。

こ
う
し
た
現
実
を
見
る
と
、
政
府

や
大
手
企
業
等
が
ロ
マ
ン
を
超
え

る
リ
ア
ル
な
期
待
を
ロ
ケ
ッ
ト
に

寄
せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

我
々
の
日
常
生
活
は
宇
宙
開
発

と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ス
マ
ホ
や

カ
ー
ナ
ビ
で
現
在
地
が
わ
か
る
の

は
ア
メ
リ
カ
の
G
P
S
と
い
う
位
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商
業
宇
宙
港「
北
海
道
ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
」が
本
格
稼
働

し
、宇
宙
版
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
を
目
指
す
大
樹
町
。打
ち
上
げ
に
適
し
た
地

の
利
、ロ
ケ
ッ
ト
産
業
誘
致
に
よ
る
地
域
へ
の
経
済
効
果
や
こ
れ
か
ら
の
課

題
に
つ
い
て
、大
樹
町
を
視
察
し
た
宮
町
良
広
教
授
に
ご
寄
稿
頂
い
た
。

国内民間企業単独として初めて宇宙空間に到達した「宇宙品質にシフト MOMO3号機」。

みやまち・よしひろ／経済地理学、
地域経済学などの研究活動の他
に、審議会、学術会議などの学外
でも幅広く活動。「産業立地と地
域経済」（放送大学教育振興会）
を始め、経済、産業立地に関する
著書・論文も数多く出版している。

北海道の産業 宇宙関連の先端技術や産業
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ジ
ャ
パ
ン
の
社
長
経
験
者
で
あ
る

小
田
切
義
憲
氏
を
社
長
に
迎
え
、

資
金
調
達
や
射
場
設
計
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
を
担

う
社
員
を
擁
す
る
。
陣
容
は
小
規

模
で
あ
る
が
高
度
専
門
職
集
団
と

い
え
る
。
現
在
の
主
た
る
業
務
の

一
つ
は
、
2
0
2
2
年
９
月
に
始

ま
っ
た
L
C
│

1
の
工
事
費
用
の

調
達
で
あ
る
。
３
年
間
に
必
要
な

総
額
23
億
２
千
万
円
の
う
ち
、
半

額
は
国
の
地
方
創
生
交
付
金
と
し

こ
の
よ
う
に
大
樹
町
は
ロ
ケ
ッ
ト

発
射
地
点
と
し
て
「
天
然
の
良
港
」

で
あ
り
、
世
界
的
に
も
稀
な
「
地

の
利
」
を
も
つ
。

3
北
海
道
ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
の

事
業
推
進
と
運
営
を
担
う

ス
ペ
ー
ス
コ
タ
ン
株
式
会
社

　

急
速
に
拡
大
す
る
人
工
衛
星
の

打
ち
上
げ
需
要
に
応
え
る
た
め
、

世
界
各
地
で
宇
宙
港
（
ロ
ケ
ッ
ト

発
射
場
）
の
開
発
ラ
ッ
シ
ュ
が
起

き
て
い
る
。
日
本
国
内
に
は
、
種

子
島
と
内
之
浦
と
い
う
２
つ
の
政

府
専
用
射
場
が
あ
る
が
、
第
３
の

射
場
と
し
て
大
樹
町
が
登
場
し
て

い
る
。
さ
ら
に
紀
伊
半
島
の
南
端

に
位
置
す
る
和
歌
山
県
串
本
町
、

大
分
空
港
、
沖
縄
県
宮
古
島
で
も

建
設
・
供
用
計
画
が
進
ん
で
い
る

が
、
日
本
に
お
け
る
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち

上
げ
回
数
は
少
な
い
。
２
０
２
３

年
度
の
打
ち
上
げ
は
僅
か
２
回
で

あ
り
、
1
0
8
回
の
ア
メ
リ
カ
、

68
回
の
中
国
に
遠
く
及
ば
な
い
。

結
果
と
し
て
、
日
本
の
人
工
衛
星

打
ち
上
げ
需
要
の
お
よ
そ
半
分
は
、

ア
メ
リ
カ
や
ロ
シ
ア
な
ど
の
海
外

に
流
出
し
て
い
た
。
流
出
額
は

2
0
1
0
〜
29
年
ま
で
の
20
年
間

で
5
0
0
〜
1
0
0
0
億
円
に
達

す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
  4）
。

て
助
成
さ
れ
る
が
、
残
り
半
分
は

独
自
資
金
を
工
面
す
る
必
要
が
あ

る
。
こ
れ
ま
で
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
な
ど
に
よ
り
10
億
円
を
集
め

た
が
、
資
材
高
騰
等
に
よ
り
さ
ら

に
多
く
の
寄
附
を
集
め
る
と
い
う

高
い
壁
に
挑
ん
で
い
る
。

　
コ
タ
ン
社
の
事
業
は
、
ロ
ケ
ッ
ト

打
ち
上
げ
業
者
や
人
工
衛
星
開
発

企
業
、
大
学
・
研
究
機
関
等
に
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
、
利
用
料
を
得
る

こ
と
で
成
立
す
る
。
現
在
の
利
用

者
で
あ
る
I
S
T
社
に
加
え
て
、

さ
ら
な
る
施
設
利
用
者
を
開
拓
す

る
営
業
活
動
を
進
め
て
い
る
。
ま

た
宇
宙
港
の
運
営
に
は
行
政
の
許

可
が
必
須
で
あ
る
。
宇
宙
産
業
に

関
す
る
担
当
省
庁
は
、
内
閣
府
や

経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
、
総

務
省
等
に
分
か
れ
て
い
る
た
め
、

各
省
庁
と
の
折
衝
は
欠
か
せ
な
い
。

さ
ら
に
北
海
道
庁
や
各
種
経
済
団

体
と
の
連
携
・
調
整
も
同
社
の
役

割
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
同
社
の
成

功
は
、
日
本
初
の
宇
宙
港
サ
ー
ビ

ス
企
業
の
出
現
を
意
味
す
る
と
い

え
よ
う
。

4「
宙
配
便
」
業
者
を
目
指
す

イ
ン
タ
ー
ス
テ
ラ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ズ
株
式
会
社

　

人
工
衛
星
は
ロ
ケ
ッ
ト
の
先
端

　

そ
こ
で
大
樹
町
は
北
海
道
ス

ペ
ー
ス
ポ
ー
ト（
H
O
S
P
O
）を
町

事
業
と
し
て
整
備
す
る
た
め
、２

０
２
１
年
４
月
に
町
出
資
の
指
定

管
理
者
の
ス
ペ
ー
ス
コ
タ
ン
株
式

会
社
（
以
下
コ
タ
ン
社
）
の
設
立

を
発
表
し
た
。
大
樹
町
に
は
現
在
、

1
0
0
0
m
滑
走
路
と
J
A
X
A

航
空
実
験
場
等
か
ら
な
る
多
目
的

航
空
公
園
と
後
述
す
る
イ
ン
タ
ー

ス
テ
ラ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ズ
株
式
会
社

（
以
下
I
S
T
社
）
専
用
の
ロ
ケ
ッ

ト
発
射
場
が
あ
る
が
、こ
れ
を
拡
張
・

整
備
し
、
民
間
に
開
か
れ
た
商
業

宇
宙
港
を
目
指
す
計
画
で
あ
る
。

実
現
出
来
れ
ば
、
国
内
外
の
誰
も

が
利
用
で
き
、
か
つ
多
様
な
ロ
ケ
ッ

ト
打
ち
上
げ
に
対
応
で
き
る
マ
ル

チ
ユ
ー
ス
型
と
い
う
世
界
で
も
稀

な
宇
宙
港
と
な
る
。
具
体
的
に
は
、

人
工
衛
星
用
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
の

L
C
│

1
（Launch Com

plex

│1

）

を
整
備
し
、
年
間
５
回
以
上
の
ロ

ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
を
目
指
す
。
そ

の
後
、
さ
ら
に
大
規
模
な
ロ
ケ
ッ

ト
発
射
場
L
C
│

2
（Launch 

Com
plex

│2

）
を
整
備
し
、
高
頻

度
な
打
ち
上
げ
へ
の
対
応
を
目
指
す
。

滑
走
路
に
関
し
て
は
、
2
0
2
4
年

度
に
現
在
の
滑
走
路
を
１
３
０
０
m

に
延
伸
し
、
ス
ペ
ー
ス
プ
レ
ー
ン
や

次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
実
験
へ
の

対
応
を
行
い
、
そ
の
後
P
2
P（
高

部
分
に
あ
る
荷
室
に
搭
載
さ
れ
て

宇
宙
空
間
に
到
達
す
る
。
上
述
し

た
よ
う
に
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上

げ
で
日
本
は
世
界
主
要
国
に
後
れ

を
と
っ
て
い
る
。
J
A
X
A
の
打

ち
上
げ
数
で
は
不
足
分
が
大
き
い

こ
と
か
ら
、
民
間
企
業
に
よ
る
ロ

ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
が
待
望
さ
れ
て

い
る
中
、
民
間
企
業
と
し
て
日
本

で
初
め
て
、
世
界
で
９
番
目
と
し

て
、
宇
宙
空
間
（
高
度
1
0
0
㎞

以
上
）
に
達
す
る
ロ
ケ
ッ
ト
を
打

ち
上
げ
た
の
が
I
S
T
社
で
あ
る
。

I
S
T
社
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
産
業

の
将
来
性
と
大
樹
町
の
地
理
的
優

位
性
に
着
目
し
た
堀
江
貴
文
氏
が

フ
ァ
ウ
ン
ダ
ー
と
な
っ
て
、
２
０

１
３
年
、
大
樹
町
内
の
農
協
空
き

施
設
で
事
業
開
始
  6）
。
同
年
、
堀

江
氏
の「
明
確
で
合
理
的
な
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
共
感
し
た
、
現
社
長
の
稲

川
貴
大
氏
が
大
学
院
修
了
の
新
卒

社
員
と
し
て
入
社
し
た
。
当
時
は

従
業
員
数
名
の
零
細
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
で
あ
っ
た
か
ら
、
稲
川
氏
が

大
手
精
密
機
械
メ
ー
カ
ー
の
内
定

を
入
社
式
直
前
に
辞
退
し
て
入
社

し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
同
氏

の
ロ
ケ
ッ
ト
へ
の
情
熱
を
物
語
る
。

　

そ
の
後
、
堀
江
氏
の
提
供
す
る

資
金
を
も
と
に
高
度
80
㎞
か
ら

1
0
0
㎞
程
度
の
弾
道
飛
行
を
行

う
観
測
ロ
ケ
ッ
ト
M
O
M
O
（
百

速
2
地
点
間
輸
送
）
に
対
応
す
る

た
め
の
３
０
０
０
m
級
の
新
滑
走

路
を
新
設
す
る
構
想
が
あ
る
  5）
。

　

こ
う
し
た
整
備
構
想
を
推
進
す

る
の
が
コ
タ
ン
社
で
あ
る
。
同
社

は
、
A
N
A
出
身
で
エ
ア
ア
ジ
ア

＝
モ
モ
か
ら
命
名
）
の
開
発
を
進
め
、

成
功
と
失
敗
を
繰
り
返
し
つ
つ
も
、

２
０
１
９
年
５
月
に
打
ち
上
げ
た

M
O
M
O
３
号
機
が
高
度
１
１
３

㎞
に
到
達
し
、
民
間
単
独
開
発
と

し
て
宇
宙
空
間
に
ロ
ケ
ッ
ト
を
打

ち
上
げ
た
日
本
初
の
企
業
と
な
っ

た
。
こ
の
頃
で
も
従
業
員
数
は
数

十
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
４
号
機

と
５
号
機
の
打
ち
上
げ
は
失
敗
し
た

も
の
の
、
２
０
２
１
年
７
月
に
は
６

号
機
・
７
号
機
の
連
続
打
ち
上
げ

に
成
功
し
た
。
た
だ
し
M
O
M
O

は
人
工
衛
星
の
軌
道
投
入
を
目
的

と
し
な
い
観
測
ロ
ケ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。

２
０
２
３
年
現
在
、
人
工
衛
星
搭

載
が
可
能
な
Z
E
R
O
（「
こ
こ
か

ら
始
め
る
」
の
意
味
）
の
開
発
を

進
め
て
お
り
、
２
０
２
４
年
度
以

降
に
打
ち
上
げ
予
定
で
あ
る
。
こ

う
し
た
事
業
拡
大
の
結
果
、
新
社

屋
を
建
設
し
、
従
業
員
数
は
１
５

０
名
以
上
に
増
加
し
て
い
る
。
社

員
の
多
く
は
大
学
・
大
学
院
卒
で

道
外
出
身
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
あ
る
。

I
S
T
社
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
設

計
か
ら
製
造
、
打
ち
上
げ
ま
で
全

工
程
を
社
内
で
行
っ
て
い
る
。
ロ

ケ
ッ
ト
組
立
の
必
要
な
部
品
数
は

約
３
万
点
で
あ
る
が
、
モ
ー
タ
ー

な
ど
規
格
部
品
は
外
部
調
達
す
る

も
の
の
、
高
価
格
部
品
は
内
製
す

る
こ
と
で
コ
ス
ト
低
減
に
努
め
て

特集1  ロケット打ち上げと産業　基調レポート 

ロケット産業は地域を変えるか
北海道の産業 宇宙関連の先端技術や産業

民間に開かれた宇宙港として開業した北海道スペースポート。現在、着 と々整備が進んでいる。

IST社の代表取締役・稲川貴大さん（右）の
案内で、ロケット工場を見学する宮町教授。
ロケット機体の設計もエンジン開発もこれ
までにない挑戦だけに、毎日が試行錯誤の
連続だという。

日本でのロケット打ち上げはコスト
が高く、現状、人工衛星打ち上げ
需要の49％が海外へ流出している。
IST社のロケット開発の進展と北
海道スペースポートの整備で、そ
の需要をどこまで取り込めるか

出典：デトロイト トーマツ コンサルティング合同会社
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な
実
業
家
で
あ
る
堀
江
氏
を
も
っ

て
し
て
も
容
易
で
は
な
い
よ
う
だ
。

I
S
T
社
で
は
「
み
ん
な
の
ロ
ケ
ッ

ト
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」
と
い
う
名
称

で
出
資
企
業
を
募
っ
て
お
り
、
２

０
２
４
年
３
月
現
在
、
大
手
総
合

商
社
の
丸
紅
な
ど
45
社
が
参
画
し

て
い
る
  7）
。
も
う
一
つ
は
技
術
的

課
題
で
あ
る
。
Z
E
R
O
開
発
に

と
っ
て
最
大
の
課
題
は
エ
ン
ジ
ン

の
心
臓
部
で
あ
る
タ
ー
ボ
ポ
ン
プ

の
開
発
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
わ
ば

社
運
の
か
か
る
課
題
で
あ
り
、
専

門
研
究
者
の
い
る
室
蘭
工
業
大
学
、

国
内
最
大
手
の
ポ
ン
プ
メ
ー
カ
ー

で
あ
る
荏
原
製
作
所
と
の
間
で
共

同
開
発
を
進
め
て
い
る
（
※
２
０

２
２
年
視
察
時
点
）。

　

ロ
ケ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
は
宇
宙
開

発
の
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
宇
宙
向

け
の
運
送
業
で
あ
る
。
陸
上
輸
送

業
が
ト
ラ
ッ
ク
で
荷
物
を
配
送
す

る
よ
う
に
、
I
S
T
社
は
ロ
ケ
ッ

ト
で
宇
宙
に
人
工
衛
星
を
届
け
る
。

い
わ
ば
「
宙
配
便
」
業
者
で
あ
る
。

政
府
主
導
型
の
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上

げ
費
用
は
１
回
当
り
50
〜
1
0
0

億
円
と
い
わ
れ
て
い
る
。
I
S
T

社
は
Z
E
R
O
の
打
ち
上
げ
費
用

を
量
産
時
に
8
億
円
と
劇
的
に
下

げ
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
年

間
５
回
程
度
の
打
ち
上
げ
が
実
現

出
来
れ
ば
黒
字
化
し
、
10
回
に
達

ロ
ケ
ッ
ト
産
業
を
育
て
な
い
と
い

う
選
択
肢
を
採
る
べ
き
で
な
い
と

さ
え
い
え
よ
う
。
ア
メ
リ
カ
政
府

が
巨
額
の
補
助
金
を
投
入
し
て
民

間
の
ロ
ケ
ッ
ト
産
業
を
育
て
た
よ

う
に
、
日
本
政
府
に
も
同
様
の
施

策
が
求
め
ら
れ
る
。

　

最
後
に
今
後
の
日
本
経
済
に
お

け
る
ロ
ケ
ッ
ト
産
業
の
役
割
に
つ

い
て
付
言
し
た
い
。
20
世
紀
後
半

の
日
本
経
済
の
屋
台
骨
の
一
つ
は

機
械
工
業
、
と
り
わ
け
電
気
機
械

工
業
と
輸
送
機
械
工
業
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
21
世
紀
に
入
る
と
、

部
品
の
標
準
化
に
よ
っ
て
単
純
組

立
に
シ
フ
ト
し
た
前
者
で
は
ア
ジ

ア
新
興
国
の
後
塵
を
拝
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
後
者
は
現
在
も
わ
が

国
の
主
導
産
業
で
あ
る
が
、
そ
の

す
る
と
安
定
経
営
に
移
行
で
き
る

と
い
う
。

5
お
わ
り
に

ロ
ケ
ッ
ト
産
業
は

地
域
を
変
え
て
国
を
支
え
る

　

上
述
し
た
よ
う
に
、
大
樹
町
の

人
口
は
2
0
2
0
年
ま
で
減
少
の

一
途
で
あ
っ
た
が
、
2
0
2
1
年

に
な
っ
て
社
会
増
減
が
プ
ラ
ス
に

転
じ
、
2
0
2
2
年
３
月
に
は
67

年
ぶ
り
に
総
人
口
が
増
加
し
た
。

そ
の
要
因
の
一
つ
に
I
S
T
社
の

人
員
増
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
そ
れ
に
加
え
て
I
S
T
社
に

は
設
備
投
資
を
含
め
て
年
間
数
十

億
円
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
建
設
業
や
商
業
、

飲
食
店
な
ど
他
産
業
へ
の
波
及
効

果
も
小
さ
く
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た

ロ
ケ
ッ
ト
は
観
光
に
も
貢
献
す
る
。

打
ち
上
げ
に
は
多
く
の
見
学
者
が

や
っ
て
き
て
、
教
育
旅
行
先
と
し

て
も
好
適
で
あ
る
。
観
光
資
源
の

少
な
い
南
十
勝
地
方
に
と
っ
て
、

ロ
ケ
ッ
ト
産
業
が
観
光
の
起
爆
剤

に
な
る
こ
と
も
期
待
で
き
よ
う
  8）
。

　

大
樹
町
お
よ
び
コ
タ
ン
社
は
、

「
北
海
道
に
宇
宙
版
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
を
つ
く
る
」
こ
と
を
将
来
目

標
と
し
て
い
る
。
本
家
の
シ
リ
コ

ン
バ
レ
ー
は
、
専
門
企
業
群
の
域

主
た
る
理
由
は
内
燃
機
関
の
製
造

に
組
立
メ
ー
カ
ー
と
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

間
の
擦
り
合
わ
せ
技
術
が
不
可
欠

で
あ
っ
て
、
他
国
が
追
い
つ
け
な

い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら

自
動
車
の
電
動
化
は
擦
り
合
わ
せ

技
術
の
必
要
性
を
低
下
さ
せ
る
可

能
性
を
は
ら
ん
で
お
り
、
そ
う
な

れ
ば
電
気
機
械
と
同
様
の
道
を
辿

る
懸
念
が
生
じ
る
。
本
稿
で
論
じ

た
ロ
ケ
ッ
ト
製
造
は
内
燃
機
関
な

し
に
は
成
立
で
き
ず
、
上
述
し
た

よ
う
に
自
動
車
製
造
と
親
和
性
が

高
い
。
す
な
わ
ち
日
本
が
得
意
と

す
る
摺
り
合
わ
せ
技
術
を
活
か
せ

る
分
野
で
あ
る
。
ロ
ケ
ッ
ト
産
業

が
日
本
経
済
の
屋
台
骨
に
な
る
時

代
は
そ
う
遠
く
な
い
と
考
え
る
の

は
筆
者
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。

内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
そ
れ
ら
企
業

を
支
え
る
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
業
、

投
資
資
金
を
提
供
す
る
エ
ン
ジ
ェ

ル
や
金
融
機
関
、
高
度
人
材
の
濃

密
な
交
流
の
拠
点
と
な
る
大
学
群
、

起
業
を
尊
重
す
る
社
会
風
土
な
ど

が
複
合
的
に
作
用
す
る
こ
と
で
、

I
T
産
業
の
「
聖
地
」
を
形
成
し

た
。
そ
れ
ら
条
件
を
実
現
す
る
こ

と
は
容
易
で
は
な
い
が
、
ま
ず

I
S
T
社
以
外
に
も
開
発
型
企
業

群
を
誘
致
し
、
企
業
集
積
を
作
る

必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
大
学
の
サ

テ
ラ
イ
ト
や
研
究
機
関
を
誘
致
す

る
こ
と
で
当
地
を
ロ
ケ
ッ
ト
産
業

の
実
験
拠
点
と
し
、
結
果
と
し
て

高
度
専
門
人
材
の
プ
ー
ル
を
形
成

す
る
こ
と
も
大
切
で
あ
ろ
う
。
幸

い
、
大
樹
町
に
は
I
S
T
社
の
若

者
た
ち
を
応
援
す
る
社
会
風
土
が

あ
る
。
産
業
の
集
積
に
は
長
い
時

間
が
か
か
る
こ
と
は
必
定
だ
が
、

十
勝
平
野
が
「
ロ
ケ
ッ
ト
・
プ
レ
ー

ン
」
と
呼
ば
れ
る
日
が
来
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

北
海
道
経
済
産
業
局
や
北
海
道

庁
は
上
述
し
た
波

及
効
果
を
全
道
に

拡
げ
よ
う
と
考
え

て
い
る
。
１
つ
め

は
ロ
ケ
ッ
ト
産
業

へ
の
道
内
企
業
の

参
入
促
進
で
あ
る
。

I
S
T
社
は
部
品

発
注
等
で
全
国
の

約
1
0
0
社
と
取

引
が
あ
る
が
、
そ

の
多
く
は
道
外
企

業
で
あ
る
。
周
知

の
通
り
道
内
に
機

械
系
企
業
は
少
な

い
が
、
発
射
台
を

製
造
す
る
釧
路
製

作
所
や
タ
ー
ボ
ポ

ン
プ
を
共
同
開
発

す
る
キ
メ
ラ
（
室

い
る
。
重
量
比
で
見
る
と
、
９
割

は
エ
ン
ジ
ン
と
燃
料
で
占
め
ら
れ
る
。

現
在
開
発
中
の
Z
E
R
O
は
、
液

化
メ
タ
ン
、
液
化
酸
素
を
推
進
剤

と
す
る
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
す
る
が
、

そ
れ
は
高
出
力
エ
ン
ジ
ン
を
積
ん

だ
ス
ー
パ
ー
カ
ー
が
垂
直
に
上
昇

す
る
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
と
い
う
。

し
た
が
っ
て
自
動
車
製
造
と
の
親

和
性
が
高
い
。

I
S
T
社
の
強
み
は
、
専
用
の

ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
を
も
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
世
界
に
1
0
0
社

以
上
あ
る
民
間
ロ
ケ
ッ
ト
企
業
の

ほ
と
ん
ど
は
発
射
場
を
も
っ
て
い

な
い
。
加
え
て
、
工
場
か
ら
発
射

場
ま
で
８
㎞
と
い
う
至
近
に
位
置

す
る
こ
と
で
あ
る
。
世
界
最
大
手

の
民
間
ロ
ケ
ッ
ト
企
業
で
あ
る
ア

メ
リ
カ
の
ス
ペ
ー
ス
Ｘ
社
は
西
海

岸
の
工
場
か
ら
フ
ロ
リ
ダ
の
発
射

場
ま
で
数
千
㎞
を
輸
送
し
て
い
る
。

専
用
発
射
場
と
至
近
立
地
の
２
点

は
、
短
い
リ
ー
ド
タ
イ
ム
で
の
オ

ン
デ
マ
ン
ド
打
ち
上
げ
を
可
能
に

す
る
強
力
な
武
器
と
な
る
。
も
う

一
つ
の
強
み
は
、
地
元
サ
ポ
ー
ト

で
あ
る
。
人
口
5
4
0
0
人
の
町

で
約
2
0
0
人
が
後
援
会
メ
ン

バ
ー
と
し
て
応
援
し
て
い
る
こ
と

は
特
筆
に
値
す
る
。

　

他
方
、
課
題
も
少
な
く
な
い
。

一
つ
は
資
金
調
達
で
あ
る
。
著
名

蘭
市
）
な
ど
、
少
な
い
な
が
ら
も

参
入
企
業
が
出
て
い
る
の
で
、
こ

れ
ら
以
外
の
企
業
に
も
情
報
発
信

を
進
め
て
い
る
。
２
つ
め
は
衛
星

デ
ー
タ
活
用
産
業
の
育
成
で
あ
る
。

実
の
と
こ
ろ
宇
宙
産
業
の
中
で
最

大
の
売
上
が
あ
る
の
は
、
こ
の
分

野
で
あ
る
。
圃
場
の
植
生
把
握
に

よ
る
営
農
支
援
デ
ー
タ
の
提
供
、

海
面
温
度
等
の
観
測
に
よ
る
魚
群

位
置
予
測
、
牧
場
の
牛
を
人
工
衛

星
か
ら
監
視
・
管
理
す
る
無
人
放

牧
な
ど
、
道
内
の
第
１
次
産
業
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
さ
ら
に
防
災

に
資
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
が
育
つ
可
能

性
が
あ
る
。
こ
れ
ら
Ｉ
Ｔ
系
企
業

は
中
心
都
市
で
あ
る
札
幌
市
に
多

い
た
め
、
札
幌
経
由
で
全
道
波
及

が
促
進
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

ロ
ケ
ッ
ト
産
業
を
考
え
る
際
に

忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
安
全
保
障

の
視
点
で
あ
る
。
ロ
ケ
ッ
ト
は
軍

事
技
術
と
無
関
係
で
な
い
こ
と
か

ら
、
輸
出
入
規
制
を
受
け
や
す
い
。

海
外
部
品
へ
の
依
存
度
が
高
け
れ

ば
相
手
国
が
貿
易
禁
止
に
踏
み

切
っ
た
と
き
ロ
ケ
ッ
ト
製
造
は
停

止
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た
が
っ

て
国
内
で
産
業
が
完
結
す
る
必
要

性
が
あ
る
。
幸
い
日
本
は
今
の
と

こ
ろ
、
必
要
な
部
品
や
工
作
機
械

等
を
国
内
調
達
出
来
る
恵
ま
れ
た

国
で
あ
る
。
裏
を
返
せ
ば
国
内
で

特集1  ロケット打ち上げと産業　基調レポート 

ロケット産業は地域を変えるか
北海道の産業 宇宙関連の先端技術や産業

【引用・参考文献】
1） 当日の動画は次のサイトで閲覧できる。北海道ス
ペースポート（2023）北海道宇宙サミット2023，

　 https://hokkaidospaceport.com/summit/
2）内閣府資料による。
3） 稲川貴大（2022）ロケット打ち上げと緯度の話,
　 https://note.com/ina111/n/nef366c70af4f
4）内閣府およびスペースコタン株式会社資料による。
5） 有人型ロケットを利用すれば地球上のあらゆる地点
に30～60分程度で到着できるといわれている。こう
した宇宙経由の２地点（P2P）移動が実現出来れば、
3000m滑走路を備えた北海道スペースポートまで
航空機でやってきて、ロケットに乗り換えて世界各地
に赴くという人流ができることでHOSPOのハブ化が
実現する。

6） 堀江氏が宇宙産業に傾倒する経緯については次の
著書に詳しい。堀江貴文（2020）『ゼロからはじめる
力：空想を現実化する僕らの方法』ＳＢ新書

7） 2022年12月には、SBIホールディングスの連結子会
社であるSBIインベストメントから10億円の資金調
達が実現した。

8） 大樹町に新しいロケット発射場を整備した場合の経
済波及効果は年間267億円と推定されている。日本
政策投資銀行・北海道経済連合会（2017）北海道
大樹町に新射場を整備した場合の道内経済波及効
果, https://www.dbj.jp/topics/region/area/
files/0000027435_file2.pdf

開発中の「ZERO」は、打ち上げに成功している「MOMO」の3倍の大きさとなる。

「ZERO」のエンジン「COSMOS」の燃焼器単体試験。今回の試験では、家畜のふん
尿から製造した液化バイオメタンを燃料として使用。
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こ
ろ
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
し
ま
う
。

─
─ 

そ
の
困
難
を
ど
の
よ
う
に
克

服
す
る
の
で
す
か
？

　

結
局
、
打
ち
上
げ
回
数
を
増
や

し
て
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
た
め
て
い
く
し

か
な
い
で
す
ね
。Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
Ｈ
２
Ａ

ロ
ケ
ッ
ト
は
現
在
40
機
ほ
ど
打
ち

上
げ
て
い
ま
す
が
、
工
業
製
品
で

40
機
と
い
う
の
は
、
技
術
と
し
て

成
熟
し
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、

ま
だ
そ
う
は
言
え
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
面
で
は
、
弊
社
で
開
発

中
の
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
（
地
球
周
回
軌
道

上
に
小
型
人
工
衛
星
を
運
ぶ
2
段

式
ロ
ケ
ッ
ト
）
は
、
一
機
当
た
り

の
費
用
が
少
な
く
済
む
の
で
、
も
っ

と
高
頻
度
で
打
ち
上
げ
ら
れ
る
。

そ
し
て
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
、

量
産
で
き
る
ロ
ケ
ッ
ト
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

─
─ 

Ｉ
Ｓ
Ｔ
社
の
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
そ

の
強
み
の
一
つ
と
し
て
低
コ
ス
ト

が
あ
り
ま
す
。価
格
を
抑
え
る
上

で
の
難
し
さ
や
課
題
は
？

　

我
々
は
設
計
、
製
造
か
ら
試
験
、

打
ち
上
げ
ま
で
を
自
社
で
行
い
、

一
気
通
貫
的
な
仕
組
み
で
無
駄
を

省
き
、
コ
ス
ト
を
下
げ
て
い
ま
す
。

低
コ
ス
ト
化
に
は
内
製
率
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
が
、た
だ
や
み

く
も
に
内
製
す
る
の
で
は
な
く
、低

コ
ス
ト
化
で
き
る
領
域
を
見
極
め

る
の
が
大
切
。
宇
宙
関
係
の
部
品

は
ほ
と
ん
ど
既
製
品
が
な
い
の
と
、

あ
っ
た
と
し
て
も
と
て
も
高
価
。そ

う
い
う
部
品
は
、
開
発
費
も
含
め

て
ペ
イ
で
き
る
か
検
討
し
て
、
内

製
化
す
る
か
ど
う
か
決
め
て
い
ま
す
。

　

苦
労
と
し
て
は
、
内
製
に
し
た

も
の
の
あ
ま
り
性
能
が
出
な
く
て

改
良
が
必
要
に
な
っ
た
り
、
想
定

よ
り
も
コ
ス
ト
が
下
が
ら
な
か
っ

た
り
と
、
そ
う
い
う
こ
と
は
、
ず
っ

と
課
題
と
し
て
あ
り
ま
す
。

─
─ 

ロ
ケ
ッ
ト
製
造
で
は
何
社
か
ら

部
品
、
資
材
を
調
達
し
て
ま
す
か
。

　

民
間
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
、
ロ
ケ
ッ

ト
開
発
と
宇
宙
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
す
る
「
イ
ン
タ
ー
ス
テ
ラ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ズ 

株
式
会
社
」（
以
下
Ｉ
Ｓ

Ｔ
社
）。２
０
１
９
年
、独
自
開
発
の

観
測
ロ
ケ
ッ
ト
「
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
」
３
号

機
で
、
液
体
燃
料
ロ
ケ
ッ
ト
で
は

ア
ジ
ア
初
の
民
間
企
業
単
独
に
よ

る
宇
宙
到
達
に
成
功
。
世
界
で
も

４
社
目
と
い
う
快
挙
の
、
国
内
宇

宙
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

に
お
話
を
伺
っ
た
。

大
樹
町
の
一
民
間
企
業
が

宇
宙
へ
の
扉
を
開
く

─
─ 

Ｉ
Ｓ
Ｔ
社
設
立
ま
で
の
経
緯

を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

　

１
９
９
７
年
頃
、
宇
宙
エ
ン
ジ
ニ

ア
や
漫
画
家
、
Ｓ
Ｆ
作
家
な
ど
全

国
の
宇
宙
好
き
が
集
ま
り
、
民
間

で
人
工
衛
星
打
ち
上
げ
が
可
能
な
、

低
価
格
の
最
小
ロ
ケ
ッ
ト
が
つ
く

れ
な
い
か
と
検
討
を
始
め
た
の
が
、

　

正
確
に
把
握
し
て
ま
せ
ん
が
、

た
ぶ
ん
何
百
社
で
す
。
道
内
企
業

で
は
、
札
幌
や
釧
路
、
室
蘭
、
苫

小
牧
と
い
っ
た
元
々
製
造
業
が
盛

ん
な
地
域
の
数
社
と
お
付
き
合
い

が
あ
り
ま
す
。

右
肩
上
が
り
の
需
要
を

し
っ
か
り
と
ら
え
る

─
─ 

今
後
の
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ

需
要
の
見
通
し
は
、
ど
の
よ
う
に

想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
世
界
全
体
の
宇
宙
産
業
市
場
の
規

模
は
２
０
２
１
年
が
43
兆
円
、２
０

４
０
年
に
は
１
１
５
兆
円
と
試
算
が

出
て
い
ま
す
。
現
状
、
小
型
人
工

衛
星
を
運
用
し
た
い
と
発
表
し
て

い
る
国
内
企
業
が
数
社
あ
る
ほ
か
、

政
府
の
人
工
衛
星
や
ベ
ン
チ
ャ
ー

系
の
人
工
衛
星
打
ち
上
げ
の
需
要

も
見
込
め
ま
す
。
元
々
の
需
要
は

あ
る
の
で
、
年
間
10
機
以
上
は
、

そ
も
そ
も
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
そ

の
後
、そ
の
集
ま
り（
な
つ
の
ロ
ケ
ッ

ト
団
）
を
中
心
に
、
堀
江
貴
文
（
現

Ｉ
Ｓ
Ｔ
フ
ァ
ウ
ン
ダ
ー
）
が
創
業

し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
株
式
会
社
で
ロ
ケ
ッ

ト
エ
ン
ジ
ン
の
開
発
に
着
手
。
２

０
１
３
年
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
株
式
会
社
の

ロ
ケ
ッ
ト
開
発
事
業
を
継
承
す
る

形
で
、
弊
社
が
事
業
開
始
し
ま
し
た
。

　

北
海
道
の
大
樹
町
に
事
業
所
を

開
設
し
た
の
は
、
昔
か
ら
同
町
が

宇
宙
産
業
開
発
に
力
を
入
れ
て
い

た
た
め
で
す
。
ま
た
大
樹
町
の
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上

げ
に
適
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
も
可

能
性
を
感
じ
ま
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
て

ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積

─
─ 

現
在
（
２
０
２
２
年
11
月
）

ま
で
７
機
の
「
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
」
の
打

ち
上
げ
を
実
施
し
、
３
・
６
・
7

号
機
が
宇
宙
空
間
に
到
達
し
て
い

安
定
し
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
獲
得
の
た
め

に
も
打
ち
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

た
だ
需
要
は
あ
る
の
で
す
が
、

そ
の
打
ち
上
げ
数
に
発
射
場
を
含

め
対
応
で
き
る
か
と
い
う
の
が
、

近
い
将
来
、
課
題
に
な
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

─
─ 

想
定
顧
客
は
い
ま
す
か
。

　

顧
客
は
国
内
外
を
想
定
し
て
い

ま
す
。
海
外
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

は
ま
だ
発
射
場
の
整
備
な
ど
進
ん

で
い
な
い
の
で
期
待
し
て
い
ま
す
。

─
─ 

海
外
の
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

需
要
で
は
、
各
国
政
府
が
ど
の
よ

う
な
関
与
を
し
て
い
る
の
か
、
ご

存
じ
の
範
囲
で
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
民
間
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
と
て
も
よ
く
で
き
て
い
ま
す
。

例
え
ば
商
用
軌
道
輸
送
サ
ー
ビ
ス

（C
o

m
m

e
rcial O

rb
ital 

Transportation Services

／

COTS

）は
、
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
へ
の
貨
物
輸
送
ロ
ケ
ッ
ト
開
発

に
関
す
る
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
に
代
わ
っ
て
宇

宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
物
資
を
運
ぶ
ロ

ケ
ッ
ト
の
開
発
支
援
で
す
ね
。
そ

の
ほ
か
、商
業
物
質
輸
送
サ
ー
ビ
ス

（Com
m

ercial Resupply Services

／CRS

）
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
は
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
が
こ
う
い
う
輸

送
サ
ー
ビ
ス
を
、
こ
の
時
期
ま
で

に
作
っ
て
く
れ
ば
、
こ
の
金
額
で

ま
す
。
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
に
お
い
て
、

技
術
的
に
苦
労
し
た
点
は
ど
の
よ

う
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

　

ロ
ケ
ッ
ト
を
つ
く
ろ
う
と
し
た

時
に
、
一
応
教
科
書
の
よ
う
な
も

の
は
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
イ
ン

ジ
ェ
ク
タ
ー
と
い
う
ロ
ケ
ッ
ト
部

品
の
形
式
は
、
60
年
前
の
ア
ポ
ロ

計
画
の
時
代
に
開
発
さ
れ
た
技
術

で
、「
こ
う
つ
く
り
ま
し
た
」、「
こ

の
よ
う
に
実
験
し
ま
し
た
」と
い
う

資
料
を
見
る
こ
と
は
で
き
る
ん
で
す
。

た
だ
寸
法
の
細
部
や
実
験
方
法
に
、

資
料
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
細
か

い
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
り
、
そ
れ
を
見

つ
け
る
に
は
か
な
り
試
行
錯
誤
を

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
さ
ら
に

部
品
同
士
の
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
統
合
）
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ロ
ケ
ッ
ト
全
体
を
動
か

す
の
は
、
打
ち
上
げ
時
し
か
で
き
な

い
ん
で
す
。
車
の
よ
う
に
テ
ス
ト

コ
ー
ス
は
な
い
の
で
。
試
験
を
重
ね

て
も
、
そ
う
い
う
一
発
勝
負
的
な
と

世
界
で
選
ば
れ
る
ロ
ケ
ッ
ト
を
つ
く
り

国
内
の
宇
宙
産
業
を
牽
引
す
る
存
在
に

イ
ン
タ
ー
ス
テ
ラ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ズ 

株
式
会
社

特
集
1  

ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
と
産
業

インターステラテクノロジズ 株式会社
代表取締役社長

稲川 貴大

インターステラテクノロジズ 株式会社
●2013年事業開始
北海道広尾郡大樹町に本社を置く、民間の
ロケット開発ベンチャー企業。観測ロケット
「MOMO」と小型人工衛星打ち上げロケット
「ZERO」を独自開発・製造している。

MOMO（写真）は、長さ10.1m、直径0.5mの観測ロケット。小型人工衛星を搭載するZEROは長さ32ｍ、直
径2.3mのサイズとなる。

本社工場の裏手にある、小型人工衛星打
ち上げロケット「ZERO」の推進剤タンク試
験用の試験棟。

専用射場のLC-0にある、観測ロケット
「MOMO」を打ち上げ前に格納する施設。

事例紹介

01

買
い
ま
す
と
い
う
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
な
り
ま
す
。
特
徴
的
な
の
は
、

コ
ス
ト
積
み
上
げ
方
式
で
は
な
く
、

固
定
買
い
取
り
制
度
と
い
う
こ
と

で
す
。
よ
っ
て
、
コ
ス
ト
を
下
げ

れ
ば
そ
れ
だ
け
メ
ー
カ
側
に
資
金

が
残
る
。
そ
の
金
額
の
設
定
が
ま

た
絶
妙
で
、
ボ
ー
イ
ン
グ
社
の
よ

う
な
大
き
な
企
業
が
普
通
に
つ
く

る
と
赤
字
に
な
り
そ
う
な
額
を
出

し
て
く
る
。
結
果
、
ベ
ン
チ
ャ
ー

に
も
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
、
か
つ
利

益
も
か
な
り
大
き
く
と
れ
る
。
い

い
手
本
に
な
る
の
で
、
ぜ
ひ
日
本

で
も
取
り
入
れ
て
欲
し
い
で
す
。

─
─ 

最
終
的
に
目
指
し
て
い
る
と

こ
ろ
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
ず
は
Z
E
R
O
を
成
功
さ
せ
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
は

も
っ
と
大
き
な
ロ
ケ
ッ
ト
を
つ
く
っ

て
、
有
人
飛
行
、
最
終
的
に
は
小

惑
星
探
査
ま
で
行
き
た
い
で
す
ね
。
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充
填
し
た
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス
は
膨
張

し
ま
す
。
我
々
が
目
指
す
上
空

25
km
ま
で
上
が
っ
た
時
に
は
、
約

１
０
０
倍
の
サ
イ
ズ
に
。
で
す
の

で
、
搭
乗
者
と
気
密
キ
ャ
ビ
ン
を

上
げ
る
の
に
必
要
な
浮
力
を
計
算

し
た
ら
必
要
な
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス
の

量
を
算
出
し
、
目
標
高
度
に
到
達

し
て
ガ
ス
の
体
積
が
１
０
０
倍
に

膨
れ
上
が
っ
て
も
収
ま
る
だ
け
の
、

巨
大
な
サ
イ
ズ
の
気
球
を
作
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
と
は
い
え
、
こ

こ
が
ポ
イ
ン
ト
な
の
で
す
が
、
気

球
の
下
は
閉
じ
て
な
い
ん
で
す
。

な
の
で
、
高
度
上
昇
に
伴
っ
て
気

圧
が
下
が
り
、
気
球
が
膨
張
し
て

も
、
余
分
な
ガ
ス
は
抜
け
て
い
き

ま
す
。
つ
ま
り
、
気
球
の
内
と
外

で
気
圧
差
が
な
い
。
こ
れ
が
〝
ゼ

ロ
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
気
球
〟
と
い
う

仕
組
み
で
、
気
球
は
原
理
的
に
破

裂
し
な
い
ん
で
す
。

　

キ
ャ
ビ
ン
で
大
切
な
の
は
気
密

性
と
、
１
０
０
t
に
も
及
ぶ
内
圧
に

ど
う
耐
え
る
か
で
す
が
、
そ
れ
は
す

で
に
独
自
技
術
で
解
決
済
み
で
す
。

　

先
ほ
ど
の
、
一
定
の
高
度
で
ガ

ス
が
抜
け
る
仕
組
み
な
ど
を
パ
ッ

シ
ブ
方
式
と
い
い
ま
す
が
、
電
力

や
力
で
無
理
矢
理
に
動
か
す
の
で

は
な
く
、
自
然
に
そ

う
な
る
も
の
が
、
一

番
効
率
が
よ
く
て
、

間
違
い
も
少
な
い
ん

で
す
。
そ
う
い
う
技

術
に
関
し
て
、
代
表

の
岩
谷
が
次
々
と
特

許
を
取
得
し
て
い
ま

す
。

─
─ 

気
球
部
品
の
製

造
は
自
社
製
造
で

し
ょ
う
か
。

　

気
球
は
自
社
製

造
で
す
。
キ
ャ
ビ
ン

は
、
設
計
は
弊
社

で
す
が
、
製
造
は

国
内
の
企
業
へ
外

注
と
な
り
ま
す
。

　

高
密
度
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
気

球
で
、
乗
客
を
乗
せ
た
気
密
キ
ャ

ビ
ン
を
吊
り
下
げ
、
高
度
25
㎞
の

成
層
圏
へ
。
画
期
的
な
技
術
や
ア

イ
デ
ア
で
、「
気
球
に
よ
る
宇
宙

遊
覧
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る

「
株
式
会
社 

岩
谷
技
研
」。
基
礎
技

術
は
ほ
ぼ
開
発
済
み
で
、
２
０
２

3
年
度
内
の
運
行
開
始
に
向
け
て

の
実
証
実
験
等
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

よ
り
多
く
の
人
々
に

素
晴
ら
し
い
宇
宙
体
験
を

─
─ 

御
社
は
「
頑
張
れ
ば
用
意
で

き
る
程
度
の
経
済
的
負
担
で
、
訓

練
や
鍛
錬
を
必
要
と
せ
ず
、
幼
児

か
ら
年
配
者
ま
で
全
て
の
人
を
宇

宙
の
入
り
口
ま
で
連
れ
て
い
く
」

を
目
的
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
の

企
業
理
念
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯

で
誕
生
し
た
の
で
し
ょ
う
。

　

人
類
が
宇
宙
へ
行
け
る
よ
う
に

な
っ
て
も
う
70
年
ほ
ど
経
っ
て
い

低
コ
ス
ト
化
で

需
要
を
掘
り
起
こ
す

─
─ 

気
球
に
よ
る
宇
宙
遊
覧
の
需

要
見
込
み
、
将
来
の
売
上
予
想
な

ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

ア
メ
リ
カ
の
市
場
調
査
で
、
宇

宙
旅
行
の
需
要
が
２
０
２
５
年
で

６
６
４
０
億
円
と
い
う
試
算
が
で

て
い
ま
す
。
日
本
で
も
「
宇
宙
旅

行
に
行
き
た
い
で
す
か
」
と
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
っ
た
と
こ
ろ
男
性
で

50
％
、
女
性
で
36
％
が
行
き
た
い

と
回
答
し
て
い
ま
す
。
行
っ
て
何

を
し
た
い
か
は
、
全
年
代
の
ほ
ぼ

１
０
０
％
が
宇
宙
か
ら
地
球
を
み

て
み
た
い
と
。
金
額
は
１
０
０
０

万
円
な
ら
行
き
ま
す
と
い
う
の
が

４
０
０
万
人
、
１
０
０
万
円
で
は

２
４
０
０
万
人
と
い
う
数
字
が
想

定
さ
れ
ま
す
。
潜
在
的
な
需
要
は

ま
す
が
、
実
際
に
宇
宙
へ
行
け
た

人
間
は
た
っ
た
５
２
０
人
前
後
で

す
。
で
す
が
宇
宙
に
行
っ
た
人
々

は
ほ
ぼ
例
外
な
く
、「
人
生
が
変

わ
る
体
験
だ
っ
た
」
と
口
に
し
て

い
ま
す
。
宇
宙
か
ら
地
球
を
俯
瞰

し
て
み
る
こ
と
で
、
自
分
の
存
在

意
義
や
、
我
々
は
一
人
じ
ゃ
な
い

こ
と
な
ど
を
強
く
感
じ
、
あ
る
種

の
自
己
変
革
を
起
こ
す
よ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
体
験
を
、

も
っ
と
多
く
の
人
に
提
供
で
き
な

い
か
、
と
い
う
目
的
が
根
本
に
あ

り
、
我
々
は
「
旅
客
技
術
開
発
会

社
」
と
し
て
起
業
し
ま
し
た
。

─
─ 

様
々
な
宇
宙
へ
の
ア
ク
セ
ス

方
法
が
あ
る
中
で
「
気
球
」
を
選

ば
れ
た
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

多
く
の
一
般
の
人
々
を
、
低
コ

ス
ト
で
宇
宙
へ
連
れ
て
い
く
方
法

は
、
逆
に
「
気
球
」
し
か
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
た
ぶ
ん
、
こ
の

先
50
年
経
っ
て
も
ロ
ケ
ッ
ト
で
家

族
旅
行
に
は
行
け
な
い
で
し
ょ
う
。

か
な
り
高
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

─
─ 

現
状
の
課
題
な
ど
あ
れ
ば

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

一
番
の
問
題
点
は
、
気
球
に

よ
る
宇
宙
遊
覧
に
つ
い
て
、
第

三
者
機
関
を
使
っ
た
安
全
認
証

が
と
れ
な
い
こ
と
。
こ
れ
は
自

分
た
ち
で
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を

つ
く
っ
て
い
か
な
い
と
ダ
メ
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

先
、
他
社
が
参
入
し
て
き
て
、

い
い
加
減
な
安
全
基
準
で
事
故
を

起
こ
さ
れ
る
と
、
い
っ
ぺ
ん
に
こ

の
サ
ー
ビ
ス
が
成
り
立
た
な
く
な

り
ま
す
の
で
。

　

あ
と
は
、
こ
ち
ら
も
根
は
同
じ

問
題
な
ん
で
す
が
、
な
ん
と
い
っ

て
も
人
材
の
育
成
で
す
。「
宇
宙

遊
覧
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
そ
の
も

の
が
今
ま
で
存
在
し
な
か
っ
た
業

種
な
だ
け
に
、
そ
も
そ
も
ど
こ
を

探
し
て
も
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
人

材
が
い
ま
せ
ん
。
探
す
の
で
は
な

く
、
育
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
ん

で
す
。
現
在
、
弊
社
で
は
「
社
員

パ
イ
ロ
ッ
ト
」
と
い
う
職
種
で
人

材
リ
ク
ル
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

応
募
者
の
８
割
は
、
自
衛
隊
や
エ

ア
ラ
イ
ン
で
、
航
空
機
を
操
縦
し

て
い
た
方
々
で
し
た
。
採
用
者
様

に
は
、
こ
れ
か
ら
操
縦
桿
す
ら
な

い
高
高
度
気
球
の
原
理
や
仕
組
み

か
ら
覚
え
て
い
っ
て
も
ら
う
こ
と

地
球
の
重
力
を
振
り
切
る
身
体
的

負
荷
を
考
え
て
も
、
子
ど
も
や
年

配
者
を
連
れ
て
い
く
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
気
球
は
身
体
的
負
担
が

ほ
ぼ
無
い
の
で
、
ど
ん
な
年
齢
層

で
も
大
丈
夫
。
か
つ
一
度
に
多
く

の
人
を
連
れ
て
い
け
る
の
で
、
１

人
当
た
り
の
金
銭
的
負
担
も
軽
減

で
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
な
い
発
想
で

安
全
な
打
ち
上
げ
を
実
現

─
─ 

気
球
に
よ
る
宇
宙
遊
覧
の
た

め
に
、
必
要
な
技
術
や
設
備
は
？

　

必
要
な
の
は
気
球
、
気
密
キ
ャ

ビ
ン
製
造
に
関
す
る
技
術
で
す
。

気
球
と
い
う
と
、
皆
さ
ん
の
頭
に

浮
か
ぶ
の
は
ゴ
ム
気
球
だ
と
思
い

ま
す
が
、
我
々
が
使
う
の
は
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
気
球
で
す
。
気
球
に
は

ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス
を
入
れ
て
浮
か
べ

る
の
で
す
が
、
高
度
が
上
が
る
に

つ
れ
て
気
圧
が
下
が
り
、
気
球
に

独
自
技
術
の
高
高
度
気
球
と
気
密
キ
ャ
ビ
ン
で

誰
も
が
体
験
で
き
る
宇
宙
遊
覧
を
提
供

株
式
会
社 

岩
谷
技
研

特
集
1  

ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
と
産
業

株式会社 岩谷技研
取締役 経営企画本部 本部長

仲 雷太

株式会社 岩谷技研
●2016年4月1日設立
高高度気球を使った撮影方法「ふうせん宇
宙撮影」の開発者である岩谷圭介氏が創
業。数々の特許を取得した独創的な技術と
アイデアで、気球による宇宙旅行を目指す。

丈夫なプラスチック製の「高高度気球」で、これまで延べ300回以上の打ち上げ実績があり、現在も月に数回
以上の打ち上げ実験を実施し、慎重に安全性の検証と技術開発を進めている。

事例紹介

02

に
な
り
ま
す
。

─
─ 
最
終
的
に
目
指
し
て
い
る
と

こ
ろ
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

最
初
の
話
に
戻
り
ま
す
が
、
も
っ

と
多
く
の
人
が
、
手
軽
に
宇
宙
旅

行
を
体
験
で
き
る
世
の
中
を
つ
く

り
た
い
。
数
字
で
い
う
と
、
２
０

２
６
年
に
６
人
乗
り
で
年
間
打
ち

上
げ
50
回
。
６
人
乗
り
が
実
現
す

れ
ば
、
１
人
あ
た
り
７
０
０
万
円

ほ
ど
の
費
用
で
提
供
可
能
に
な
り

ま
す
。
た
だ
最
終
的
な
目
標
額
は
、

１
人
１
８
０
万
円
で
す
。
な
ぜ
１

８
０
万
円
か
と
い
う
と
、
ピ
ー
ス

ボ
ー
ト
の
世
界
一
周
旅
行
が
そ
の

額
な
ん
で
す
。
そ
れ
ぐ
ら
い
の
金

額
だ
と
、
学
生
で
も
バ
イ
ト
し
て

世
界
一
周
に
行
こ
う
と
い
う
人
が

で
て
く
る
。
そ
れ
と
同
じ
価
格
で
、

４
時
間
の
宇
宙
旅
行
。
長
い
道
の

り
で
す
が
、
そ
こ
を
目
指
し
て
い

き
た
い
で
す
。

2人乗り（パイロット＋乗客）の気密キャビン「T-10EARTHER（アーサー）」。

気球は、プラスチックの素材を型紙に合わせ
て裁断し、熱で融着させて製造。江別工場に
はメイト（従業員）12名が常駐し、気球製造や
天頂弁の取り付けなどを行っている。
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北海道の産業　宇宙関連の先端技術や産業

造
物
を
つ
く
る
工
場
と
し
て
は
道

東
最
大
で
す
。
橋
梁
で
は
、
切
断
、

穴
あ
け
、
ケ
ガ
キ
、
剥
離
が
自
動

化
さ
れ
い
て
、
橋
梁
特
有
の
仮
組

立
も
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
。

自
動
切
断
機
と
自
動
穴
あ
け
機
は

６
㎜
か
ら
50
㎜
ま
で
対
応
し
て
お

り
、
道
東
で
随
一
で
す
。

─
─ 

そ
の
技
術
や
設
備
が
、
ロ
ケ
ッ

ト
燃
焼
実
験
設
備
な
ど
に
応
用
さ

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

我
々
は
動
か
な
い
鋼
構
造
物
を

つ
く
る
の
は
得
意
な
の
で
、
も
ち

ろ
ん
そ
の
技
術
を
転
用
し
て
い
ま

す
。
た
だ
燃
焼
実
験
設
備
は
初
め

て
の
試
み
で
し
て
…
…
。
燃
焼
実

験
中
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
が
逸
脱
し
な

い
こ
と
を
念
じ
て
ま
し
た
（
笑
）。

─
─ 

ロ
ケ
ッ
ト
架
台
を
は
じ
め
と
す

る
、
射
場
の
鋼
製
地
上
設
備
の
製

作
過
程
や
苦
労
さ
れ
た
点
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

地
上
設
備
は
、
材
料
調
達
か
ら

現
地
施
工
ま
で
一
貫
し
て
弊
社
が

担
当
し
ま
し
た
。
作
業
工
程
は
、

工
場
製
作
作
業
と
現
地
据
付
作
業

の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。
工
場
製
作

は
、
Ｉ
Ｓ
Ｔ
社
よ
り
頂
い
た
３
Ｄ

デ
ー
タ
を
基
に
図
面
に
展
開
し
、

材
料
切
断
、
溶
接
、
組
立
を
行
い

　

橋
梁
な
ど
鋼
構
造
物
の
設
計
や

製
作
、
施
工
を
手
掛
け
る
道
東
地

区
の
唯
一
の
橋
梁
メ
ー
カ
ー
「
株
式

会
社 

釧
路
製
作
所
」。
２
０
１
８

年
の
イ
ン
タ
ー
ス
テ
ラ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ズ
株
式
会
社
（
以
下
Ｉ
Ｓ
Ｔ
社
）

へ
の
出
資
を
契
機
に
、
同
社
の
ロ

ケ
ッ
ト
燃
焼
実
験
設
備
な
ど
地
上

設
備
の
製
作
と
施
工
を
担
当
。
長

年
培
っ
て
き
た
技
術
を
基
盤
に
、
新

た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

歴
史
あ
る
橋
梁
メ
ー
カ
ー
が

宇
宙
産
業
分
野
に
参
画

─
─ 

Ｉ
Ｓ
Ｔ
社
へ
の
出
資
や
技
術

提
供
、
ま
た
釧
路
高
専
と
は
ロ
ケ
ッ

ト
に
関
す
る
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
宇
宙
産
業

に
ど
の
よ
う
な
可
能
性
を
感
じ
て

進
出
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
、
我
々
が
主
力
と
し
て
い

る
鋼
製
橋
梁
や
鋼
製
タ
ン
ク
は
成

熟
産
業
で
あ
り
、
今
後
マ
ー
ケ
ッ

ま
し
た
。
現
地
据
付
は
、
工
場
で

組
み
立
て
た
部
材
を
現
地
へ
輸
送

し
、
現
場
で
溶
接
、
最
終
組
み
立

て
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

製
作
実
績
が
な
か
っ
た
た
め
、

溶
接
の
ひ
ず
み
や
寸
法
公
差
が
ど

の
程
度
許
さ
れ
る
の
か
分
か
ら
な

か
っ
た
と
こ
ろ
が
、
苦
労
し
た
点

で
す
。
ま
た
、
非
常
に
製
作
期
間

が
短
か
っ
た
こ
と
も
大
変
で
し
た
。

　

当
社
の
設
計
担
当
、
製
作
担
当

者
が
Ｉ
Ｓ
Ｔ
社
と
協
議
を
重
ね
、

組
み
立
て
る
順
番
や
細
か
い
形
状

変
更
を
繰
り
返
し
て
、
試
行
錯
誤

の
上
で
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

─
─ 

射
場
の
鋼
製
地
上
設
備
の
現

状
の
受
注
状
況
、
も
し
く
は
受
注

見
込
み
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
Ｉ
Ｓ
Ｔ
社
か
ら
細
か
い

引
き
合
い
が
き
て
ま
す
の
で
、
適

宜
対
応
し
て
い
ま
す
。

宇
宙
産
業
へ
の
参
入
を

促
進
す
る
旗
振
り
役
に

─
─ 

ロ
ケ
ッ
ト
部
品
製
造
に
も
参

画
さ
れ
る
と
伺
っ
た
の
で
す
が
、

決
断
さ
れ
た
要
因
と
狙
い
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｔ
社
に
出
資
以
来
、
地
上

設
備
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
Ｚ
Ｅ
Ｒ

ト
の
拡
大
は
残
念
な
が
ら
期
待
で

き
ま
せ
ん
。
一
方
、
宇
宙
産
業
は

こ
れ
か
ら
の
成
長
分
野
で
あ
り
、

大
き
な
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
時
代
の
中

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
人
手
不

足
が
生
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
Ｉ
о
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
な
ど
が

不
可
欠
と
な
り
、
そ
う
い
う
新
た

な
技
術
や
仕
組
み
を
取
り
入
れ
る

と
い
う
面
で
も
、
宇
宙
産
業
へ
の

進
出
が
良
い
契
機
に
な
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

─
─ 

釧
路
高
専
と
共
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
組
ま
れ
た
理
由
と
、
期
待

し
て
い
る
相
乗
効
果
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
ず
、
新
た
な
こ
と
に
挑
戦
す

る
場
合
、
会
社
の
考
え
方
と
し
て

民
間
同
士
の
連
携
や
産
学
連
携
を

よ
し
と
し
て
い
ま
す
。
単
独
で
は

難
し
い
課
題
も
、
連
携
す
る
こ
と

で
解
決
で
き
る
こ
と
が
多
い
か
ら

で
す
。
釧
路
高
専
と
の
取
り
組
み

Ｏ（
Ｐ
４
─
５
参
照
）向
け
の
ロ
ケ
ッ

ト
ラ
ン
チ
ャ
ー
開
発
を
高
専
と
産

学
連
携
で
目
指
し
て
き
ま
し
た
が
、

２
０
２
１
年
、
経
済
産
業
省
か
ら

発
表
さ
れ
た
「
事
業
再
構
築
補
助

金
」
を
活
用
し
、
ロ
ケ
ッ
ト
部
品

製
造
へ
の
新
規
参
入
を
図
る
決
断

を
し
ま
し
た
。
そ
の
補
助
金
で
、

技
術
的
に
高
度
な
要
望
に
も
応
え

ら
れ
る
最
新
の
５
面
加
工
マ
シ
ン

を
導
入
。
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
多

岐
に
わ
た
っ
て
、
宇
宙
産
業
に
関

わ
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
に
新
し
い
挑
戦
を
進
め

て
い
く
中
で
、
色
々
な
会
社
と
の

付
き
合
い
が
生
ま
れ
た
り
、
製
造

依
頼
が
舞
い
込
む
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
見
極
め
な
が

ら
、
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

─
─ 

現
状
の
課
題
な
ど
あ
れ
ば
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
だ
、
宇
宙
事
業
に
つ
い
て
は

技
術
的
な
知
見
が
ほ
と
ん
ど
な
い

の
が
現
状
で
す
。
Ｉ
Ｓ
Ｔ
社
を
は

じ
め
、
様
々
な
企
業
に
知
見
を
頂

き
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
形
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

─
─ 

北
海
道
に
お
け
る
宇
宙
産
業

の
可
能
性
に
つ
い
て
、
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
北
海
道
に
あ
っ
た
基
幹

産
業
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

は
、
ロ
ケ
ッ
ト
ラ
ン
チ
ャ
ー
の
開

発
で
す
。
我
々
は
動
か
な
い
鋼
構

造
物
は
得
意
分
野
で
す
が
、「
動

く
と
こ
ろ
」
と
「
切
り
離
す
仕
組

み
」
の
知
見
が
な
い
の
で
、
機
械

工
学
で
幅
広
い
専
門
知
識
を
持
つ

高
専
に
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
高
専
と
連
携
す
る
こ
と
で
、

生
徒
の
就
職
先
の
一
つ
し
て
地
域

に
学
生
を
残
し
、「
地
域
の
担
い
手
」

と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
。

試
行
錯
誤
を
重
ね
て

技
術
的
困
難
を
克
服

─
─ 

橋
梁
を
中
心
と
し
た
鋼
構
造

物
の
設
計
、
製
作
、
施
工
が
主
業
務

で
す
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
御
社

な
ら
で
は
の
技
術
や
設
備
、
経
験

的
な
強
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
約
60
年
に
わ
た
り
、

道
内
に
３
０
０
を
超
え
る
橋
梁
を

納
め
て
き
ま
し
た
。
大
型
の
鋼
構

鋼
構
造
物
で
培
っ
た
技
術
を
活
か
し

成
長
分
野
の
宇
宙
産
業
へ
挑
戦

株
式
会
社 

釧
路
製
作
所

特
集
1  

ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
と
産
業

株式会社 釧路製作所
代表取締役社長

羽
う

刕
しゅう

 洋

株式会社 釧路製作所
●1956年9月設立
雄別炭礦鉄道の出資で設立。分離独立後
は道東を代表する橋梁メーカーに。IT技術
の活用や女性社員の積極的な登用などで、
国や道から多くの表彰を受けている。

原寸CADシステムやNC一次加工ライン、仮組立形状シミュレーションシステムなど、ＩＴを活用した高度な
生産技術が、各方面から高い評価を得ている。

事例紹介

03

宇
宙
産
業
の
市
場
規
模
を
考
え
る

と
、
既
存
の
技
術
を
転
用
し
て
積

極
的
に
関
わ
る
意
思
さ
え
あ
れ
ば
、

北
海
道
の
中
小
企
業
も
活
性
化
で

き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
我
々
が

そ
の
旗
振
り
役
を
担
い
、
潜
在
能

力
の
あ
る
企
業
と
連
携
し
て
、
色
々

と
実
現
し
て
い
き
た
い
で
す
。

─
─ 

今
後
の
目
標
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　

宇
宙
産
業
の
事
業
を
確
立
し
て
、

釧
路
で
圧
倒
的
な
存
在
感
の
あ
る

１
０
０
年
企
業
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。
そ
し
て
宇
宙
産
業
で
強
靭

な
経
営
基
盤
を
構
築
し
、
地
域
の

雇
用
や
産
業
を
守
っ
て
い
き
た
い

で
す
。
５
年
以
内
に
は
、
大
樹
町

に
工
場
を
作
る
と
こ
ろ
ま
で
進
め

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

仕
上
げ
は
プ
ロ
の
技
で
細
部
を
微
調
整
。最

新
の
設
備
だ
け
で
な
く
、職
人
の
技
術
も
重

要
で
、次
世
代
へ
大
切
に
伝
え
て
い
る
。

経
産
省
か
ら
の
補
助
金
で
導
入
さ
れ
た
、

オ
ー
ク
マ
社
製
の
最
新
の
5
面
加
工
門
形
マ

シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
。
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て
適
地
で
あ
る
。
ま
た
、
射
場
周

辺
の
用
地
確
保
が
比
較
的
容
易
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
組

み
立
て
施
設
が
射
場
の
至
近
に
既

に
立
地
し
て
お
り
、「

」
の
部

分
に
お
い
て
有
利
で
あ
る
。
一
方
、

部
品
が
関
東
・
東
北
地
方
か
ら
調

達
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

輸
送
費
用
は
距
離
に
比
例
す
る
の

で
、「
→
」
は
必
ず
し
も
小
さ
く

な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、「
→
」と「

」

で
発
生
す
る
総
費
用
の
観
点
か
ら

は
、
も
し
か
す
る
と
、
現
在
の
ロ

ケ
ッ
ト
組
み
立
て
施
設
の
最
適
立

地
点
は
、
大
樹
町
で
は
な
い
か
も

し
れ
な
い
。

　
し
か
し
、
現
在
の
立
地
点
は
、

大
き
な
強
み
を
有
し
て
い
る
。
射

場
の
適
地
は
限
ら
れ
る
の
で
、
通

常
は
「

」
で
発
生
す
る
費
用
を

容
易
に
小
さ
く
で
き
な
い
。
大
手

自
動
車
産
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
む
し

ろ
「
→
」
で
発
生
す
る
費
用
の
抑

制
に
努
め
る
こ
と
の
方
が
容
易
で

あ
る
。
大
樹
町
の
場
合
、「

」

の
部
分
の
優
位
性
は
既
に
確
保
で

き
て
い
る
の
で
、
部
品
工
場
を
組

み
立
て
施
設
の
近
辺
に
集
中
的
に

移
転
・
新
規
立
地
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、「
→
」
と
「

」
の

双
方
で
発
生
す
る
費
用
を
大
幅
に

抑
制
で
き
る
（
図
2
）。
つ
ま
り
、

大
樹
町
が
ロ
ケ
ッ
ト
産
業
の
一
大

集
積
拠
点
、
よ
く
使
わ
れ
る
言
葉

を
用
い
れ
ば
、
ロ
ケ
ッ
ト
産
業
の

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
化
が
で
き
れ
ば
、

コ
ン
パ
ク
ト
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
で
、
す
べ
て
の
施
設
が
近
接
し

て
い
る
が
ゆ
え
に
、
ロ
ケ
ッ
ト
の

組
み
立
て
に
お
け
る
高
速
性
や
柔

軟
性
（
例
え
ば
、
ロ
ケ
ッ
ト
製
造

の
や
り
直
し
）
が
得
ら
れ
る
と
と

も
に
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体

位
な
理
由
は
、
他
に
も
あ
る
。
航

空
路
や
海
上
航
路
と
の
干
渉
が
少

な
く
、
打
ち
上
げ
日
数
を
確
保
し

や
す
い
こ
と
、
利
用
可
能
な
土
地

が
広
大
で
拡
張
性
が
あ
る
こ
と
、

十
勝
港
、
と
か
ち
帯
広
空
港
、
帯

広
・
広
尾
自
動
車
道
な
ど
の
交
通

イ
ン
フ
ラ
が
十
勝
平
野
内
に
整
備

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ロ
ケ
ッ
ト
の

打
ち
上
げ
に
重
要
な
天
候
に
つ
い

て
も
、
十
勝
平
野
は
日
本
屈
指
の

晴
天
率
で
気
象
条
件
に
優
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
大
樹
町
は
、
約

四
十
年
前
に
航
空
宇
宙
産
業
基
地

の
候
補
地
と
さ
れ
て
以
来
、
地
方

創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
す
る
な

ど
し
て
、
宇
宙
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
。
大
樹
町
が
目
指
し

て
い
る
も
の
は
、
宇
宙
産
業
の
一

大
拠
点
で
あ
る
（
図
1
）。

組
立
て
施
設
と
射
場
が

至
近
に
あ
る
と
い
う
強
み

　
産
業
立
地
に
は
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
効
率
的
な
形
成
が
不

可
欠
で
あ
る
。
ロ
ケ
ッ
ト
や
人
工

衛
星
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
は
「
部

品
調
達
→
組
み
立
て

射
場
」
と

想
定
さ
れ
る
。
組
み
立
て
施
設
の

最
適
立
地
は
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

ズ
・
リ
サ
ー
チ
分
野
の
最
適
配
置

理
論
に
基
づ
け
ば
、
上
記
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
「
→
」
部
分
の
費
用
、

す
な
わ
ち
、
部
品
工
場
の
位
置
・

数
・
各
部
品
工
場
か
ら
の
輸
送
量

と
、「

」
部
分
の
費
用
、
す
な
わ

ち
、
射
場
の
位
置
・
数
・
射
場
ま

で
の
輸
送
量
に
依
存
す
る
。「
→
」

と
「

」
に
は
、
一
般
に
ト
レ
ー

ド
オ
フ
（
一
方
が
良
く
な
る
と
、

も
う
一
方
が
悪
く
な
る
）
の
関
係

が
成
り
立
つ
の
で
、「
→
」
と
「

」

の
メ
デ
ィ
ア
ン
、
す
な
わ
ち
、「
→
」

と
「

」
の
ミ
ニ
・
サ
ム
（「
→
」

と
「

」
に
て
発
生
す
る
費
用
の

総
和
、
す
な
わ
ち
、
総
費
用
を
最

小
に
す
る
）
の
位
置
に
立
地
す
る

の
が
最
適
と
な
る
。

　
大
樹
町
の
場
合
、
前
述
の
よ
う

に
、
そ
の
海
岸
線
が
発
射
に
お
い

ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
の

好
条
件
が
揃
う
町

　
十
勝
平
野
は
広
い
。
関
東
平
野

と
石
狩
平
野
に
次
ぐ
日
本
で
三
番

目
に
広
い
平
野
で
あ
り
、
そ
こ
に

は
、
東
京
や
札
幌
の
よ
う
な
大
都

市
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
視
界
を

遮
る
高
層
建
築
物
が
無
い
せ
い
か
、

広
さ
を
直
接
的
に
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
広
い
空
間
で
、

広
大
な
産
業
が
展
開
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
そ
れ
が
宇
宙
産
業
で

あ
る
。

　
十
勝
平
野
の
大
樹
町
に
、
民
間

に
開
か
れ
た
宇
宙
港
「
北
海
道
ス

ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
」
が
あ
る
。
そ
れ
を

運
営
す
る
企
業
が
、
S
P
A
C
E 

C
O
T
A
N
株
式
会
社
で
あ
り
、

大
樹
町
か
ら
の
指
定
管
理
委
託
を

受
け
、
施
設
の
運
営
管
理
、
整
備

資
金
の
調
達
支
援
、
射
場
の
設
計
、

国
内
外
の
顧
客
開
拓
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
十
勝
平
野
は
、
そ
の
東

部
と
南
部
が
海
に
面
し
て
い
る
。

十
勝
平
野
の
南
東
部
に
位
置
す
る

大
樹
町
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
発
射
方

向
で
あ
る
東
側
と
南
側
が
海
に
開

け
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
大
陸
ま
で

遮
る
も
の
が
無
い
大
海
原
が
拡
が

る
。
平
坦
な
土
地
で
海
岸
線
が
大

き
く
開
け
て
い
る
こ
と
は
、
ロ
ケ
ッ

ト
や
人
工
衛
星
の
発
射
に
適
し
て

い
る
。
つ
ま
り
、
大
樹
町
は
、
ロ

ケ
ッ
ト
の
射
場
の
適
地
で
あ
る
。

大
樹
町
が
宇
宙
産
業
に
お
い
て
優

北
海
道
の
宇
宙
産
業
の

方
向
性
と
周
辺
イ
ン
フ
ラ

特
集
2  

宇
宙
関
連
産
業
の
集
積
に
向
け
て
　
基
調
レ
ポ
ー
ト

山田 忠史
京都大学 大学院 教授

特集2  宇宙関連産業の集積に向けて　基調レポート 

北海道の宇宙産業の方向性と周辺インフラ

立
地
的
な
優
位
性
の
み
な
ら
ず
、大
樹
町
が
宇
宙
産
業
の
一
大
拠
点
と
な
る

た
め
に
不
可
欠
な
要
素
と
は
─
─
。関
連
産
業
の
集
積
、効
率
的
な
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
形
成
、人
や
物
資
の
輸
送
に
重
要
な
信
頼
で
き
る
イ
ン
フ
ラ

整
備
、国
や
道
と
の
積
極
的
な
連
携
な
ど
に
つ
い
て
、十
勝
を
視
察
し
た
山

田
忠
史
教
授
に
ご
寄
稿
頂
い
た
。

全国的にも有数の日照時間に恵まれている十勝。宇宙産業では打ち上げ日数を確保するのに重要な強みとなる。

やまだ・ただし／ロジスティクス、交
通計画が専攻。特に、交通・物流・
サプライチェーンのネットワーク解
析と最適設計、情報技術を活用し
た交通・物流システムの知能化・
最適化。都市や地域の交通問題
の解決に精通している。

北海道の産業　宇宙関連の先端技術や産業

国内のロケット開発を牽引
するインターステラテクノロ
ジズ（IST）本社工場から
北海道スペースポートへは
車で約10分の距離。

図2

大樹町に誕生した宇宙港
「北海道スペースポート」周
辺には、十勝港、とかち帯広
空港、帯広・広尾自動車道な
どのインフラが整っており、大
樹町を軸とした宇宙産業の
集積が期待されている。

図1

©東洋株式会社
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も
、
巨
大
な
空
港
・
港
湾
・
道
路

が
建
設
さ
れ
て
お
り
、
い
ま
も
拡

充
中
で
あ
る
。

　
大
樹
町
が
世
界
に
冠
た
る
一
大

宇
宙
産
業
拠
点
と
な
る
た
め
に
は
、

物
資
の
移
出
入
・
輸
出
入
が
容
易

で
あ
る
こ
と
や
、
人
の
移
動
・
交

流
が
円
滑
で
あ
る
こ
と
は
、
初
歩

的
な
必
要
条
件
で
あ
る
。
ま
た
、

一
大
拠
点
で
あ
る
た
め
に
は
、
当

地
で
製
造
さ
れ
た
ロ
ケ
ッ
ト
や
人

工
衛
星
を
打
ち
上
げ
る
だ
け
で
な

く
、
海
外
で
製
造
さ
れ
た
ロ
ケ
ッ

ト
や
人
工
衛
星
を
打
ち
上
げ
る
必

要
も
あ
る
だ
ろ
う
。
実
際
、
北
海

道
ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
は
、
大
樹
町

で
製
造
さ
れ
た
ロ
ケ
ッ
ト
を
発
射

す
る
だ
け
で
な
く
、
国
内
、
海
外

で
製
造
さ
れ
た
ロ
ケ
ッ
ト
や
人
工

衛
星
の
発
射
も
視
野
に
入
れ
て
い

る
。
そ
の
輸
送
方
法
に
は
、
十
勝

港
を
利
用
し
た
船
舶
が
想
定
さ
れ

て
お
り
、
例
え
ば
、
十
勝
港
か
ら

二
十
フ
ィ
ー
ト
の
コ
ン
テ
ナ
二
台

を
、
ト
ラ
ッ
ク
で
搬
出
入
す
る
そ

う
で
あ
る
。
海
外
か
ら
の
人
の
往

来
は
、
と
か
ち
帯
広
空
港
が
玄
関

口
と
な
る
。
広
大
な
十
勝
平
野
ゆ

え
、
産
業
拠
点
・
港
湾
・
空
港
を

結
ぶ
リ
ン
ク
の
距
離
は
大
き
く
な

り
、
時
間
と
費
用
を
要
す
る
こ
と

に
な
る
。
宇
宙
産
業
の
価
格
競
争

力
を
高
め
る
た
め
に
も
、
こ
れ
ら

リ
ン
ク
の
高
速
化
は
不
可
欠
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
産
業
拠
点
・
港

湾
・
空
港
が
高
規
格
道
路
で
直
接

的
に
連
結
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
肝

要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
わ
が
国
は
、

地
震
な
ど
の
災
害
国
で
も
あ
る
の

で
、
リ
ン
ク
の
代
替
性
（
あ
る
い

は
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
冗
長

性
・
信
頼
性
・
強
靭
性
と
も
言
え

る
）
強
化
も
必
要
で
あ
る
。
関
西

国
際
空
港
が
、
平
成
三
十
年
九
月

の
台
風
で
連
絡
橋
が
損
壊
し
、
機

能
不
全
に
陥
っ
た
の
は
記
憶
に
新

し
い
。
連
絡
橋
と
い
う
リ
ン
ク
が

一
本
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
連

結
の
脆
弱
性
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。

代
わ
り
と
な
る
同
等
の
リ
ン
ク
が

複
数
本
あ
っ
て
こ
そ
、
連
結
性
が

常
時
機
能
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ

を
も
っ
て
し
て
、
産
業
シ
ス
テ
ム

や
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
信
頼
で

き
る
こ
と
に
な
り
、
強
靭
と
呼
べ

る
の
で
あ
る
。

　
残
念
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
代

替
リ
ン
ク
の
建
設
を
無
駄
と
す
る

風
潮
も
あ
る
が
、
本
当
に
そ
う
な

の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
資
産
運

用
に
着
目
す
れ
ば
、
投
資
会
社
で

あ
れ
個
人
で
あ
れ
、
資
産
運
用
に

お
い
て
は
、
特
定
の
銘
柄
や
業
種

に
集
中
し
て
投
資
し
な
い
こ
と
、

す
な
わ
ち
、
分
散
投
資
こ
そ
が
、

リ
ス
ク
回
避
の
観
点
か
ら
の
常
識

の
費
用
が
軽
減
で
き
る
こ
と
か
ら
、

ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
の
国
際
価
格

競
争
に
お
い
て
有
利
に
な
る
。

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
化
を

実
現
す
る
た
め
に

　
わ
が
国
で
は
、
地
方
創
生
を
目

的
と
し
て
、
地
方
自
治
体
が
、
何

ら
か
の
産
業
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

化
を
謳
っ
て
い
る
例
が
、
し
ば
し

ば
見
ら
れ
る
。「
わ
が
街
・
地
域
を

第
二
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
」
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
化
に
お
い
て
、
見
過
ご
し
て

は
な
ら
い
の
は
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

化
し
た
場
所
は
、
世
界
に
お
い
て

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
し
か
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
一
般
的
に
、
シ

リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
お
け
る
ハ
イ
テ

ク
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
や
I
T
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
の
集
積
は
、
自
由
経

済
市
場
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
結
果

と
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ

が
事
実
で
あ
れ
ば
、
米
国
に
お
い

て
も
、
そ
し
て
、
世
界
中
の
様
々

な
場
所
で
、
既
に
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

が
で
き
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
は
、
民

間
企
業
の
自
由
な
経
済
活
動
の
帰

結
と
し
て
創
成
さ
れ
た
の
で
は
な

く
、
実
は
国
策
と
強
力
に
連
動
し

で
あ
り
、
投
資
会
社
や
個
人
も
、

そ
れ
に
従
っ
て
基
本
的
に
資
産
を

運
用
し
て
い
る
。
自
分
の
大
切
な

資
産
に
お
い
て
は
分
散
投
資
が
当

然
の
こ
と
な
の
に
、
交
通
イ
ン
フ

ラ
に
お
い
て
は
、
な
ぜ
そ
れ
を
無

駄
と
称
す
る
の
か
、
不
思
議
で
な

ら
な
い
。

空
飛
ぶ
ク
ル
マ
か
ら

ロ
ケ
ッ
ト
ま
で

　
産
業
を
集
積
さ
せ
る
に
お
い
て
、

宇
宙
だ
け
を
対
象
に
す
る
必
要
は

な
い
。
宇
宙
は
そ
ら
と
読
む
が
、

そ
ら
は
空
で
も
あ
る
。
空
の
向
こ

う
が
宇
宙
な
の
だ
か
ら
、
宇
宙
と

空
は
、
言
葉
だ
け
で
な
く
、
物
理

的
に
も
親
和
性
が
高
い
。
宇
宙

（
そ
ら
）
産
業
は
、
空
（
そ
ら
）

産
業
も
選
択
肢
と
し
て
包
含
で
き

る
可
能
性
が
あ
る
。
十
勝
平
野
が

広
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
広
さ
を

実
感
す
る
こ
と
が
産
業
に
で
き
れ

ば
有
益
で
あ
る
。
そ
し
て
、
広
さ

は
俯
瞰
し
て
こ
そ
、
よ
り
実
感
で

き
る
も
の
で
も
あ
る
。
2
0
2
5

年
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
る
日
本
国

際
博
覧
会
（
万
博
）
で
は
、
未
来

の
交
通
手
段
と
し
て
、
空
飛
ぶ
ク

ル
マ
の
商
用
飛
行
が
計
画
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
に
限
ら
ず
、
空
飛
ぶ

ク
ル
マ
の
実
用
化
は
進
み
つ
つ
あ

て
産
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

産
官
連
携
の
産
物
で
あ
る
。
八
十

年
代
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
は
、

ミ
サ
イ
ル
や
人
工
衛
星
な
ど
、
軍

事
・
宇
宙
産
業
の
電
子
技
術
に
関

す
る
企
業
が
多
数
立
地
し
て
い
た

こ
と
か
ら
推
察
す
れ
ば
、
シ
リ
コ

ン
バ
レ
ー
は
、
も
と
も
と
軍
事
・

宇
宙
の
国
策
と
連
動
し
て
発
展
を

遂
げ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら

の
産
業
に
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、

多
額
の
国
費
が
投
入
さ
れ
て
き
た

の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
軍
事
・
宇

宙
関
連
産
業
が
、
外
国
企
業
と
の

激
し
い
競
争
に
さ
ら
さ
れ
て
も
、

こ
れ
ま
た
国
策
と
し
て
、
国
内
の

有
名
大
学
の
知
恵
を
仰
ぎ
な
が
ら
、

今
度
は
産
官
学
の
連
携
で
、
シ
リ

コ
ン
バ
レ
ー
は
復
活
と
発
展
を
成

し
遂
げ
た
。
軍
事
・
宇
宙
産
業
が
、

そ
も
そ
も
ハ
イ
テ
ク
・
I
T
の
集

合
体
で
あ
る
が
ゆ
え
、
シ
リ
コ
ン

バ
レ
ー
は
そ
の
後
、
ハ
イ
テ
ク
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
や
I
T
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
の
聖
地
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

形
成
の
経
緯
か
ら
推
考
す
れ
ば
、

大
樹
町
が
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
化
す

る
た
め
に
は
、
国
や
道
（
北
海
道

庁
の
こ
と
。
以
降
、
単
に
「
道
」

と
記
し
た
場
合
は
北
海
道
庁
を
指

す
）
の
政
策
や
資
金
投
入
が
必
要

で
あ
り
、
そ
こ
に
産
学
の
英
知
が

り
、
航
空
機
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、

大
手
旅
客
機
メ
ー
カ
ー
、
国
内
外

の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
、
大
手
I
T

企
業
の
参
入
が
顕
著
で
あ
り
、
国

際
的
な
競
争
が
激
化
し
つ
つ
あ
る

（
写
真
１
、
２
）。

　
十
勝
平
野
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
こ

そ
、
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
の
実
用
化
地

域
と
し
て
適
し
て
い
る
。
む
し
ろ
、

万
博
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
な
大
都

市
よ
り
も
、
必
要
性
が
高
い
と
も

考
え
ら
れ
る
。
十
勝
平
野
の
広
大

さ
を
俯
瞰
す
る
に
は
、
空
か
ら
が

最
適
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
観
光

に
は
無
か
っ
た
「
広
さ
を
実
感
し

て
も
ら
う
」
観
光
が
、
空
飛
ぶ
ク

ル
マ
に
よ
っ
て
実
現
可
能
と
な
り
、

新
た
な
観
光
資
源
と
な
り
え
る
。

「
広
さ
」
が
当
地
の
代
表
的
な
観

光
資
源
に
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

十
勝
平
野
は
、
大
都
市
も
な
く
人

口
密
度
が
小
さ
い
こ
と
か
ら
、
居

住
地
が
ま
ば
ら
で
、
過
疎
地
も
抱

え
る
地
域
で
あ
る
。
当
然
な
が
ら

今
後
は
、
わ
が
国
全
体
の
問
題
で

も
あ
る
、
少
子
高
齢
化
の
影
響
も

受
け
る
。
低
密
度
の
広
大
な
地
域

の
医
療
、
特
に
救
急
医
療
に
お
い

て
、
命
を
救
う
救
急
搬
送
時
間
の

短
縮
化
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

道
路
よ
り
も
最
短
距
離
移
動
や
高

速
移
動
が
可
能
な
空
飛
ぶ
ク
ル
マ

に
は
、
地
域
の
命
を
支
え
る
役
割

結
集
し
て
、
世
界
に
轟
く
一
大
集

積
拠
点
が
で
き
あ
が
る
。
大
樹
町

で
あ
れ
ど
こ
で
あ
れ
、
シ
リ
コ
ン

バ
レ
ー
化
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、

国
や
道
の
旗
振
り
役
と
し
て
の
役

割
が
、
強
く
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、

宇
宙
産
業
は
、
米
国
、
中
国
、
ロ

シ
ア
、
欧
州
な
ど
、
世
界
的
に
競

争
が
激
し
く
、
投
資
金
額
も
大
き

な
産
業
で
あ
り
、
科
学
技
術
の
進

歩
と
直
結
す
る
産
業
で
も
あ
る
。

そ
の
観
点
か
ら
も
、
国
や
道
の
旗

振
り
が
無
け
れ
ば
、
国
家
規
模
の

産
官
学
で
取
り
組
む
他
国
と
の
競

争
に
お
い
て
、
極
め
て
不
利
で
あ

る
こ
と
は
否
め
な
い
。

　
国
や
道
の
旗
振
り
の
第
一
歩
は
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
で
あ
る
。
例
え
ば
、

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
の
ド
バ
イ
は
、

石
油
が
さ
ほ
ど
出
な
い
首
長
国
で

あ
り
な
が
ら
、
産
油
首
長
国
で
あ

る
ア
ブ
ダ
ビ
を
上
回
る
ほ
ど
の
発

展
と
知
名
度
を
誇
っ
て
い
る
。
そ

の
理
由
は
、
イ
ン
フ
ラ
ド
リ
ブ
ン

に
あ
る
。
都
市
や
交
通
の
イ
ン
フ

ラ
を
徹
底
的
に
作
り
続
け
て
い
る
。

そ
れ
が
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
の

独
特
の
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
と
相

俟
っ
て
、
著
し
い
発
展
に
繋
が
っ

た
。
か
よ
う
に
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

が
果
た
す
役
割
は
大
き
く
、
な
か

で
も
交
通
イ
ン
フ
ラ
は
不
可
欠
な

基
盤
で
あ
り
、
ド
バ
イ
に
お
い
て

も
期
待
で
き
る
。
さ
ら
に
は
、
先

述
の
よ
う
に
、
わ
が
国
は
災
害
国

で
あ
り
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や

東
日
本
大
震
災
な
ど
を
経
験
し
て

も
な
お
、
災
害
時
の
有
効
な
救
援

シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
十
勝
が
広
大
な
平
野
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、
空
飛
ぶ
ク
ル
マ

の
離
発
着
に
は
有
利
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
平
野
部
以
外
、

あ
る
い
は
、
高
層
を
含
む
建
築
物

が
密
集
し
た
平
野
部
と
比
較
し
て
、

十
勝
平
野
の
災
害
時
に
お
け
る
空

飛
ぶ
ク
ル
マ
の
活
用
性
は
高
い
。

費
用
や
ド
ラ
イ
バ
ー
確
保
の
問
題

は
あ
る
が
、
平
常
時
の
物
流
に
お

い
て
も
、
人
口
密
度
が
低
く
居
住

地
が
分
散
し
て
い
る
こ
と
や
、
平

野
で
広
大
で
あ
る
と
い
う
特
性
は
、

空
飛
ぶ
ク
ル
マ
の
活
用
に
お
い
て

優
位
で
あ
る
。
観
光
、
救
急
医
療
、

災
害
時
の
救
援
活
動
、
平
常
時
の

物
流
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
十

勝
平
野
に
お
い
て
は
、
空
飛
ぶ
ク

ル
マ
の
有
用
性
が
高
い
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
当
然
な
が
ら
、
空
飛

ぶ
ク
ル
マ
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
整

備
も
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
際
に

は
、
既
存
の
陸
海
空
の
輸
送
手
段

と
の
有
機
的
な
連
携
も
視
野
に
入

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
結

果
的
に
、
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
を
支
え

る
イ
ン
フ
ラ
を
過
剰
に
作
ら
ず
に

特集2  宇宙関連産業の集積に向けて　基調レポート 

北海道の宇宙産業の方向性と周辺インフラ
北海道の産業　宇宙関連の先端技術や産業

写真1.2　�空飛ぶクルマが実現した未来を
描いたイメージ画像。

出典：経済産業省ウェブサイト
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い
。
北
海
道
ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
の

会
議
室
に
は
、〝
人
生
で
最
も
大

切
な
も
の
は
逆
境
と
佳
き
友
で
あ

る
〟
と
の
言
葉
が
綴
ら
れ
た
額
縁

が
飾
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
言
葉
も

た
い
へ
ん
示
唆
深
い
が
、
糸
川
英

夫
先
生
は
、
そ
れ
と
は
別
に
、〝
目

標
に
向
か
っ
て
、
一
段
ず
つ
階
段

を
上
っ
て
い
く
う
え
で
、
最
も
肝

心
な
こ
と
は
、
必
ず
、
最
初
の
一

段
を
上
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
ま
た
次
に
一
段
上
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
〟
と
い
う
言
葉
も

残
さ
れ
て
い
る
。
大
樹
町
に
は
、

北
海
道
ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
が
あ
り
、

イ
ン
タ
ー
ス
テ
ラ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ズ

と
い
う
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
企
業
も
あ

る
。
最
初
の
一
段
は
上
っ
て
い
る
。

次
の
一
段
は
、
イ
ン
フ
ラ
の
充
実
、

関
連
産
業
の
集
積
・
拡
充
、
産
官

連
携
（
産
官
学
連
携
）、
世
論
醸

成
で
あ
ろ
う
。
こ
の
一
段
は
、
極

め
て
重
要
な
一
段
で
あ
る
。

済
む
こ
と
に
な
り
、
投
資
額
の
抑

制
に
繋
が
る
か
ら
で
あ
り
、
交
通

手
段
の
代
替
性
（
そ
れ
に
よ
る
、

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
冗
長
性
・

信
頼
性
・
強
靭
性
）
の
向
上
を
も

た
ら
す
か
ら
で
あ
る
。

　
大
樹
町
が
宇
宙
産
業
の
集
積
拠

点
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
ロ
ケ
ッ

ト
や
人
工
衛
星
の
宇
宙
だ
け
を
対

象
に
産
業
集
積
を
進
め
て
い
く
の

で
は
な
く
、
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
や
、

「
空
」
関
連
の
産
業
な
ど
複
合
的

に
取
り
入
れ
、
宇
宙
も
空
も
含
め

た
「
そ
ら
」
産
業
の
一
大
集
積
拠

点
と
な
る
の
が
有
効
で
あ
る
。
実

際
、
ロ
ケ
ッ
ト
と
空
飛
ぶ
ク
ル
マ

の
間
に
は
、
部
品
を
共
有
で
き
る

可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
、

経
済
学
で
言
う
と
こ
ろ
の
、
集
積

の
経
済
（
企
業
活
動
が
特
定
地
域

に
集
中
し
て
立
地
す
る
こ
と
で
、

得
ら
れ
る
便
益
が
大
き
く
な
る
こ

と
）
や
規
模
の
経
済
（
生
産
規
模

が
大
き
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、
一

単
位
あ
た
り
の
生
産
費
用
が
抑
制

さ
れ
、
収
益
率
が
向
上
す
る
こ
と
）

が
作
用
す
る
。
ま
た
、
集
積
性
の

高
い
こ
と
が
予
見
で
き
れ
ば
、
国

や
道
が
旗
振
り
役
と
な
る
た
め
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
も
高
ま
る
。
こ

れ
ら
の
産
業
を
支
え
る
交
通
イ
ン

フ
ラ
整
備
に
お
い
て
も
、
産
業
拠

点
が
集
中
し
て
い
る
方
が
、
効
率

的
で
あ
る
。
そ
し
て
、
産
業
（
宇

宙
産
業
や
観
光
）
と
生
活
（
医
療
、

救
援
、
物
流
）
が
充
実
し
て
こ
そ
、

地
方
創
生
が
実
現
す
る
。
宇
宙
産

業
も
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
も
、
わ
が
国

で
は
民
間
企
業
主
導
と
な
る
可
能

性
が
高
い
が
、
そ
の
た
め
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
は
ど
こ
が
行
う
の
か
、

自
由
経
済
原
理
だ
け
で
本
当
に
集

積
す
る
の
か
（
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
は

本
当
に
そ
う
な
の
か
）、
本
当
の

意
味
で
の
地
方
創
生
に
繋
が
る
の

か
な
ど
を
勘
案
す
れ
ば
、
国
や
道

も
積
極
的
に
関
与
す
る
産
官
連
携

が
な
け
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
実
現
の

道
筋
が
具
体
的
に
想
像
で
き
な
い
。

　
し
か
し
、
国
や
道
の
意
思
決
定

を
待
つ
だ
け
で
は
よ
く
な
い
。
ロ

ケ
ッ
ト
は
昔
か
ら
、
子
供
の
お
も

ち
ゃ
の
定
番
で
あ
り
、
同
じ
く
航

空
・
宇
宙
分
野
は
昔
か
ら
、
学
生

が
理
系
や
技
術
者
の
道
を
歩
む

き
っ
か
け
と
な
り
え
る
も
の
で
あ
る
。

い
わ
ば
、
夢
を
抱
く
乗
り
物
・
分

野
・
技
術
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
宇
宙
産
業
の
集
積
地
を
形
成

し
、
そ
れ
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
を

整
備
す
る
た
め
に
は
、
潜
在
的
に

多
数
い
る
で
あ
ろ
う
、
宇
宙
に
興

味
を
抱
く
人
々
や
若
者
に
、
も
っ

と
積
極
的
に
情
報
を
発
信
し
、
現

状
を
認
識
し
て
も
ら
い
、
賛
同
を

集
め
て
応
援
し
て
も
ら
う
よ
う
な

世
論
形
成
が
必
要
で
あ
る
。
最
近

そ
の
有
用
性
が
再
確
認
さ
れ
つ
つ

あ
る
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
リ
レ
ー
シ
ョ

ン
ズ
」、
す
な
わ
ち
、〝
企
業
や
行

政
機
関
な
ど
の
社
会
的
組
織
が
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
利
害
関
係
者
）

と
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
、
組
織
内
に
情
報
を

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
自
己
修
正

を
図
り
つ
つ
、
良
い
関
係
を
構
築
し
、

継
続
し
て
い
く
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
〟

が
重
要
な
の
で
あ
る
。
技
術
立
国

で
あ
っ
た
は
ず
の
わ
が
国
が
な
ぜ
、

例
え
ば
G
A
F
A
や
B
A
T
H
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
米
国
や
中

国
の
企
業
に
遅
れ
を
取
る
こ
と
に

な
っ
た
の
か
。
そ
の
一
因
と
し
て
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
が

不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
リ

レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
に
留
意
し
て
、
宇

宙
産
業
の
集
積
や
、
そ
れ
を
支
え

る
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
対
す
る
、
国

民
・
道
民
の
支
持
が
高
ま
れ
ば
、

国
や
道
が
積
極
的
に
関
与
す
る
産

官
連
携
の
形
成
も
容
易
に
な
る
。

宇
宙
産
業
に
携
わ
る
民
間
企
業
側

が
行
う
べ
き
重
要
な
こ
と
の
一
つ

が
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
リ
レ
ー
シ
ョ
ン

ズ
に
基
づ
い
た
世
論
醸
成
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
日
本
の
宇
宙
開
発
・

ロ
ケ
ッ
ト
開
発
の
父
と
称
さ
れ
る

糸
川
英
夫
先
生
の
言
葉
に
触
れ
た

北海道の産業　宇宙関連の先端技術や産業
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私
た
ち
の
事
業
の
中
心
は
射
場

の
運
営
管
理
業
務
で
す
。
将
来
の
高

頻
度
な
打
ち
上
げ
に
対
応
す
る
た

め
、
段
階
的
に
体
制
を
強
化
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、同
時

に
地
域
等
の
理
解
が
不
可
欠
で
す

の
で
、
様
々
な
施
策
を
検
討
し
事

前
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

─
─ 

想
定
顧
客
は
い
ま
す
か
？

　

ま
ず
、
海
外
の
射
場
の
状
況
か

ら
お
話
し
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
的
に

ロ
シ
ア
の
バ
イ
コ
ヌ
ー
ル
宇
宙
基

地
は
有
名
で
、
こ
こ
は
日
本
の
人

工
衛
星
事
業
者
も
利
用
し
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛

争
の
関
係
で
日
本
企
業
は
使
用
す

る
こ
と
は
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ロ
シ
ア
以
外
で
は
、ア
メ
リ
カ
、オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

に
も
射
場
は
整
備
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
世
界
的
な
人
工
衛
星
の
打
ち

上
げ
需
要
に
対
応
す
る
に
は
数
が

不
足
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
日
本
国
内
の
事
業
者

の
他
、
自
国
か
ら
は
打
ち
上
げ
ら

れ
な
い
東
南
ア
ジ
ア
の
国
か
ら
の

需
要
に
対
し
て
、
な
る
べ
く
早
め

に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
フ
リ

カ
あ
た
り
の
自
国
で
は
打
ち
上
げ

に
く
い
国
の
企
業
も
想
定
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ

ツ
の
企
業
は
射
場
を
探
し
て
い
る

段
階
だ
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

人
工
衛
星
の
打
ち
上
げ
が
盛
ん
な

ア
メ
リ
カ
の
企
業
で
も
、
打
ち
上

げ
の
順
番
や
時
期
の
制
約
な
ど
で
、

日
本
か
ら
打
ち
上
げ
た
い
と
い
う

ニ
ー
ズ
が
増
加
す
れ
ば
、
ア
メ
リ

カ
企
業
の
ロ
ケ
ッ
ト
を
大
樹
町
か

　
大
樹
町
に
お
け
る
宇
宙
産
業
の

中
核
施
設
と
し
て
誕
生
し
た
商
業

宇
宙
港
「
北
海
道
ス
ペ
ー
ス
ポ
ー

ト
」。
そ
の
運
営
を
担
う
の
が
、

「
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ 

Ｃ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｎ
株
式

会
社
」
だ
。
国
内
外
で
次
々
と
ロ

ケ
ッ
ト
射
場
が
開
業
し
て
い
る
中
、

ど
の
よ
う
に
存
在
感
を
示
し
て
い

く
の
か
。
現
状
の
課
題
や
今
後
の

展
望
を
、
代
表
の
小
田
切
氏
に

伺
っ
た
。

宇
宙
時
代
の
重
要
イ
ン
フ
ラ
が

２
０
２
１
年
か
ら
本
格
稼
働

─
─ 

２
０
２
１
年
か
ら
「
北
海
道

ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
」
の
本
格
稼
働

が
始
ま
り
ま
し
た
。
開
業
に
こ
ぎ

つ
け
る
ま
で
苦
労
さ
れ
た
点
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

苦
労
し
た
点
は
、
相
当
多
く
あ

り
ま
す
。
な
か
で
も
北
海
道
や
国

と
の
折
衝
に
は
時
間
を
要
し
ま
す
。

例
え
ば
管
轄
も
地
上
４
万
フ
ィ
ー

ら
打
ち
上
げ
る
と
い
う
話
に
な
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
射
場
運
営
者
と
し
て
は
、
様
々

な
需
要
に
応
え
、
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち

上
げ
機
会
を
増
や
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

我
々
は
常
に
世
界
中
に
門
戸
を

開
い
て
ま
す
。

─
─ 

小
型
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ

で
、
相
談
を
受
け
て
い
る
国
や
企

業
は
あ
り
ま
す
か
？

　

現
在
弊
社
で
は
、
国
内
外
合
わ

せ
て
10
社
程
度
の
企
業
と
話
を
し

て
い
ま
す
。
官
公
庁
か
ら
の
許
認

可
業
務
は
基
本
的
に
は
打
ち
上
げ

業
者
が
行
う
の
で
す
が
、
海
外
の

事
業
者
で
す
と
大
変
な
面
も
あ
る

の
で
、
我
々
が
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

的
に
、
間
に
入
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
で
の
打
ち
上
げ
で
は
独
自

の
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
で
あ
り
、
申

請
書
類
等
を
準
備
す
る
必
要
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
先
方
に
お
知
ら

せ
し
て
、
そ
こ
を
一
緒
に
超
え
ら
れ

る
よ
う
な
準
備
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
は
ス
ピ
ー
ド
が
重
要
で
す
。

国
内
に
お
け
る
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上

げ
を
安
全
、
か
つ
合
理
的
に
行
う

た
め
の
法
整
備
や
、
場
合
に
よ
っ

て
は
規
制
緩
和
を
急
ぐ
必
要
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
に
つ

い
て
は
一
企
業
だ
け
の
活
動
で
は
限

界
が
あ
り
、
業
界
団
体
を
組
成
し

ト
（
約
1
・
2
km
）
程
度
ま
で
は

航
空
局
、
そ
れ
以
上
は
航
空
局
の

範
囲
を
超
え
る
の
で
、
宇
宙
を
管

轄
す
る
内
閣
府
と
な
り
ま
す
。
運

営
ノ
ウ
ハ
ウ
に
関
し
て
は
、
安
全

に
発
着
で
き
る
場
所
を
提
供
す
る

と
い
う
意
味
で
、
基
本
的
に
飛
行

機
が
離
着
陸
す
る
空
港
の
運
営
に

似
て
い
る
部
分
は
い
く
つ
か
あ
り

ま
す
。

─
─ 

指
定
管
理
者
と
し
て
の
役
割

の
範
囲
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
と

空
港
運
営
会
社
の
宇
宙
版
で
す
の

で
、
土
地
・
上
物
は
基
本
的
に

大
樹
町
が
保
有
し
、
私
た
ち
は

そ
の
管
理
運
営
権
を
お
預
か
り

す
る
役
割
と
な
り
ま
す
。
で
す

の
で
、
修
繕
や
改
修
な
ど
の
ハ
ー

ド
面
の
整
備
は
、
基
本
的
に
大

樹
町
に
て
担
当
し
て
い
た
だ
き
、

我
々
は
利
用
企
業
に
対
し
て
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
と
い
う
形
態

に
な
り
ま
す
。

て
何
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
か
を
分

析
・
研
究
し
、
日
本
の
宇
宙
産
業

の
競
争
力
を
低
下
さ
せ
な
い
た
め

に
、
そ
の
障
壁
を
削
減
し
て
く
と

い
う
働
き
か
け
が
必
要
で
す
。

宇
宙
産
業
の
育
成

国
を
挙
げ
て
の
取
り
組
み
に

─
─ 

ロ
ケ
ッ
ト
・
衛
星
の
打
ち
上

げ
に
つ
い
て
各
国
政
府
は
ど
の
よ

う
な
関
与
を
し
て
い
る
の
か
、
ご

存
じ
の
範
囲
で
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

国
で
衛
星
デ
ー
タ
を
買
取
り
、

そ
れ
を
一
般
企
業
等
の
ビ
ジ
ネ
ス

で
使
え
る
よ
う
橋
渡
し
を
す
る
仕

組
み
で
す
。
日
本
で
も
経
産
省
が

tellus

と
い
う
制
度
で
進
め
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
の
拡
大
に
期
待

し
て
い
ま
す
。
今
、
政
府
が
進
め

て
い
る
Ｓ
Ｂ
Ｉ
Ｒ（Sm

all Business 
Innovation Research

）
に
も
「
宇

宙
輸
送
」
の
枠
が
出
来
て
、
か
な

り
の
規
模
の
予
算
が
付
き
ま
し
た
。

た
だ
海
外
、
特
に
米
国
の
予
算
規

模
は
桁
違
い
で
す
。
数
千
億
円
と

い
う
規
模
で
、
用
途
も
デ
ー
タ
買

い
取
り
だ
け
じ
ゃ
な
く
打
ち
上
げ

の
補
助
、
研
究
開
発
と
様
々
な
と

こ
ろ
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
も
も
っ
と
、
ロ
ケ
ッ
ト
打

ち
上
げ
等
の
輸
送
系
に
確
実
に
予

算
措
置
を
す
る
こ
と
を
考
え
る
必

ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
需
要
は

海
外
の
顧
客
も
視
野
に

─
─ 

ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
需
要
は
、

ど
れ
く
ら
い
を
想
定
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
中
長
期
の
計
画
を
立

て
る
の
で
ま
だ
想
定
部
分
も
多
く

あ
り
ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ス
テ
ラ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ズ
株
式
会
社
（
以
下

Ｉ
Ｓ
Ｔ
社
）
が
打
ち
上
げ
る
前
提
で
、

計
画
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
２
０

２
５
年
頃
ま
で
当
初
年
数
回
の
打

ち
上
げ
で
す
が
、
段
階
的
に
打
ち

上
げ
回
数
を
増
加
さ
せ
て
い
く
計

画
で
す
。
今
の
と
こ
ろ
利
用
が
確

定
し
て
る
の
は
Ｉ
Ｓ
Ｔ
社
だ
け
で

す
が
、
実
績
が
で
き
れ
ば
他
の
企

業
も
入
っ
て
き
て
、
利
用
者
も
徐
々

に
増
え
て
い
く
こ
と
を
予
想
し
て

い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
Ｌ
Ｃ
─

１

（
写
真
1
）
だ
け
じ
ゃ
足
り
な
く
な

る
た
め
、
Ｌ
Ｃ
─

２
（
写
真
2
）
を

作
っ
て
２
カ
所
で
打
ち
上
げ
ま
す
。

地
の
利
を
活
か
し
た
宇
宙
港
で

国
内
外
の
打
ち
上
げ
需
要
に
対
応

S
ス
 
ペ
 
ー
 
ス

P
A
C
E 

C
コ
 
タ
 
ン

O
T
A
N 

株
式
会
社

特
集
2  

宇
宙
関
連
産
業
の
集
積
に
向
け
て

SPACE COTAN 株式会社
代表取締役社長 兼 CEO

小田切 義憲

SPACE COTAN 株式会社
●2021年4月設立
民間に開かれた宇宙港「北海道スペースポ
ート」を大樹町と連携して運営。施設の運営
管理をはじめ、整備資金の調達支援、国内
外の顧客開拓、PR活動などを行う。

JAXAの格納庫と既存の1,000m滑走路（現在1,300mに延伸工事中）の全景。今後も垂直打ち上げロケットや
水平離発着のスペースプレーンの実験・打ち上げまで、さまざまな顧客のニーズに応える各種設備を揃えていく。

事例紹介

01

要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
日
本
に
お

い
て
射
場
は
従
来
J
A
X
A
の
業

務
範
疇
で
あ
り
、
今
回
初
め
て
民

間
が
参
入
す
る
た
め
、
予
算
の
対

象
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
本
年
度
よ
り
射
場
整
備
に
関

す
る
動
き
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
ア
メ
リ
カ
で
は
す
で
に
14
の
射
場

が
整
備
さ
れ
て
い
て
、ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
を
虎
視
眈
々
と
狙
っ
て
い
ま
す

の
で
日
本
も
遅
れ
を
取
ら
な
い
よ

う
に
加
速
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

─
─ 

最
後
に
今
後
の
展
開
や
目
指

す
と
こ
ろ
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

各
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
利
用
者

を
呼
び
込
み
、
需
要
を
確
保
し
て

射
場
整
備
を
加
速
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
国
も
宇
宙
戦
略
基

金
の
制
度
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す

の
で
、
内
閣
府
、
文
科
省
、
経
産

省
等
と
連
携
を
図
り
活
動
を
継
続

し
て
い
き
ま
す
。

写真1　�垂直打ち上げロケット用の発射台や組立棟、推
進剤などのタンクヤードを常設するLaunch 
Complex-1（LC-1）。

写真2　�整備予定のLaunch Complex-2（LC-2）では、
高頻度でオービタル（軌道周回）のロケット打ち
上げが可能に。



2425 Docon Regional Research  Docon Regional Research

北海道の産業　宇宙関連の先端技術や産業

の
よ
う
に
進
め
て
い
ま
す
か
？

　

ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
の
輸
送
系

を
メ
イ
ン
に
誘
致
を
進
め
て
い
ま

す
。
国
内
の
輸
送
系
ベ
ン
チ
ャ
ー

は
数
が
限
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
我
々

は
「
世
界
に
開
か
れ
た
ス
ペ
ー
ス

ポ
ー
ト
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
て

ま
す
の
で
、
海
外
の
ベ
ン
チ
ャ
ー

に
も
お
声
掛
け
し
て
い
ま
す
。
先

日
は
台
湾
の
ロ
ケ
ッ
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー

に
来
て
も
ら
い
、
か
な
り
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

輸
送
系
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
集
ま
れ

ば
、
当
然
衛
星
系
の
ベ
ン
チ
ャ
ー

も
つ
い
て
く
る
。
そ
れ
を
作
る
部

分
で
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
も
で
き
る
。

部
品
製
造
で
は
、
室
蘭
や
釧
路
な

　
約
40
年
間
に
わ
た
り
、
宇
宙
に

よ
る
町
お
こ
し
を
掲
げ
て
き
た
大

樹
町
。
近
年
、
イ
ン
タ
ー
ス
テ
ラ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ズ
株
式
会
社
（
以
下

Ｉ
Ｓ
Ｔ
社
）
の
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上

げ
や
、
北
海
道
ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
の

本
格
稼
働
と
、
そ
の
構
想
は
一
気
に

現
実
味
を
帯
び
て
き
た
。
刻
々
と

変
化
し
て
い
く
情
勢
の
中
、
宇
宙

事
業
を
新
た
な
基
幹
産
業
と
し
て

根
付
か
せ
る
べ
く
活
動
を
続
け
て

い
る
、
町
の
企
画
商
工
課
航
空
宇

宙
推
進
室
の
取
り
組
み
を
伺
っ
た
。

積
年
の
取
り
組
み
が

こ
こ
数
年
で
大
き
く
進
展

─
─ 

な
ぜ
大
樹
町
が
宇
宙
産
業
に

力
を
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、

そ
の
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

１
９
８
４
年
に
北
海
道
大
規
模

航
空
宇
宙
産
業
基
地
構
想
が
発
表

さ
れ
る
の
で
す
が
、
そ
こ
に
示
さ

れ
て
い
る
宇
宙
産
業
の
適
地
の
条

の
課
題
で
し
て
、
企
業
を
誘
致
し

て
移
住
者
が
来
て
も
、
住
宅
が
不

足
し
て
い
て
、
住
む
場
所
に
困
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
町
と
し
て

も
敷
地
整
備
等
を
含
め
て
、
総
合

計
画
を
し
っ
か
り
つ
く
り
直
し
て
、

企
業
側
や
周
辺
の
方
々
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
支
援
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

─
─ 

地
元
企
業
の
参
画
は
ど
の
よ

う
な
状
況
で
し
ょ
う
か
。

　

Ｌ
Ｃ
─

１
の
工
事
発
注
時
も
そ

う
で
す
が
、
入
札
条
件
に
地
元
企

業
を
使
う
こ
と
を
入
れ
て
い
ま
す
。

部
品
製
造
の
参
画
は
ま
だ
無
い
で

す
が
、
地
元
企
業
で
興
味
を
持
っ

て
い
る
会
社
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

会
社
と
し
て
技
術
力
の
向
上
に
も

つ
な
が
り
ま
す
の
で
。
ま
た
ロ
ケ
ッ

ト
部
品
で
は
な
く
て
も
、
打
ち
上

げ
の
架
台
で
あ
っ
た
り
、
射
場
の

設
備
系
で
あ
っ
た
り
、
そ
こ
に
関

わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
地
元
企

業
は
あ
り
ま
す
。

─
─ 

大
学
や
研
究
機
関
の
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
は
？

　

室
蘭
工
大
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
が
あ
り
、
ス
ペ
ー
ス
ポ
ー

ト
を
使
っ
た
実
験
を
行
っ
て
ま
す
。

ま
た
包
括
連
携
協
定
を
結
ん
で
、

小
・
中
学
校
に
出
向
い
て
の
出
前

授
業
を
や
っ
て
も
ら
っ
た
り
も
し

て
い
ま
す
。
室
蘭
工
大
に
限
ら
ず
、

件
が
、
大
樹
町
に
当
て
は
ま
る
も

の
が
多
か
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で

時
の
町
長
が
音
頭
を
と
っ
て
、
誘

致
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
が

始
ま
り
で
す
。
大
樹
町
は
農
業
を

主
体
と
し
た
第
一
次
産
業
が
元
気

で
、
町
の
基
盤
は
し
っ
か
り
し
て

い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
第
一
次

産
業
以
外
に
も
目
を
向
け
る
こ
と

が
で
き
、
そ
こ
に
宇
宙
産
業
が
は

ま
っ
た
わ
け
で
す
。
ま
た
、
ロ
ケ
ッ

ト
打
ち
上
げ
に
適
し
た
広
大
な
土

地
が
あ
っ
た
の
も
、
要
因
の
一
つ

か
と
思
い
ま
す
。

─
─ 

大
樹
町
の
ロ
ケ
ッ
ト
射
場
は
、

国
内
で
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
種
子
島
宇

宙
セ
ン
タ
ー
、
内
之
浦
宇
宙
空
間

観
測
所
に
次
ぐ
３
番
目
の
射
場
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
施
設

を
運
営
、
維
持
す
る
た
め
に
苦
労

さ
れ
た
点
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
、
打
ち
上
げ
を
安
全
に
行

う
た
め
の
環
境
調
整
が
大
変
で
し

た
。
海
上
に
船
が
あ
る
と
Ｎ
Ｇ
な

多
く
の
大
学
に
来
て
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
理
想
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
を
や
る
上
で
の
仕
組
み
が
ま

だ
な
い
。
町
と
し
て
も
、
呼
び
込

む
た
め
の
支
援
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

研
究
機
関
で
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
航

空
宇
宙
実
験
場
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
は
「
小
型
無
人
機
の
自
律
飛

行
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
性
能
向
上
技
術

の
研
究
」、「
大
気
球
実
験
」
な
ど
、

様
々
な
実
験
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

支
援
の
輪
が
広
が
る
よ
う

大
樹
町
の
取
り
組
み
を
Ｐ
Ｒ

─
─ 

現
在
、
I
S
T
社
が
使
っ
て

い
る
射
場
ま
で
の
道
が
狭
く
未
舗

装
で
す
が
、
拡
幅
や
舗
装
整
備
の

計
画
は
あ
り
ま
す
か
？

　

現
状
、
費
用
的
に
難
し
い
状
況

で
す
。
費
用
以
外
に
も
、
拡
幅
の

た
め
に
は
周
囲
の
保
安
林
の
指
定

の
で
、
打
ち
上
げ
は
漁
が
休
み
の

日
に
。
見
物
客
が
た
く
さ
ん
来
る

の
で
、
交
通
整
理
も
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
前
例
が
な
い
た
め
、

手
探
り
で
や
っ
て
き
た
感
じ
で
す
。

─
─ 

宇
宙
産
業
を
誘
致
し
た
こ
と

で
観
光
や
宿
泊
施
設
、
飲
食
業
な

ど
、
そ
の
他
産
業
へ
の
波
及
効
果

は
あ
り
ま
し
た
か
？

　

２
０
１
７
年
の
Ｉ
Ｓ
Ｔ
社
に
よ

る
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
初
号
機
打
ち
上
げ
時

に
は
、
町
内
外
か
ら
４
０
０
０
人

弱
が
見
物
に
来
ま
し
た
が
、
波
及

効
果
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
正

直
把
握
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
た
だ
、
そ
う
い
う
面
を
見
え

る
化
す
る
こ
と
も
、
地
元
の
協
力

や
理
解
を
得
る
上
で
大
切
な
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
を
中
核
に

宇
宙
産
業
の
集
積
を
目
指
す

─
─ 

宇
宙
関
連
の
企
業
誘
致
は
ど

北
海
道
に
お
け
る
宇
宙
産
業
の
聖
地
へ

大
樹
町
の
構
想
が
い
よ
い
よ
現
実
に

大
樹
町
企
画
商
工
課 

航
空
宇
宙
推
進
室

特
集
2  

宇
宙
関
連
産
業
の
集
積
に
向
け
て

大樹町企画商工課
参事・航空宇宙推進室長

菅 浩也

大樹町企画商工課 航空宇宙推進室
「宇宙のまちづくり」をコンセプトに専門部署
を立ち上げ、射場などの施設整備や企業誘
致を実施。地元の関連企業と連携をとりつ
つ、宇宙産業の育成・支援のため様々な取
り組みを行っている。

北海道スペースポートの将来イメージ。アジアのハブ宇宙港を担うべく、多様なニーズに対応する射場や大規
模なターミナルを備える。

事例紹介

02

を
外
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
な

ど
、
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
問
題

が
あ
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
、

国
や
北
海
道
の
後
押
し
が
な
い
と

中
々
進
ま
な
い
の
で
、
そ
の
辺
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
お
願
い
し
た
い
で
す
。

─
─ 

大
樹
町
と
し
て
、
い
ま
一
番

伝
え
た
い
こ
と
は
？

　

本
音
を
い
え
ば
、
い
ま
ま
さ
に

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
集
め
て

い
る
の
で
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
共
感
し
て
、
支
援
し
て
も
ら
い

た
い
。
も
っ
と
広
い
視
野
で
み
て

い
く
と
、
北
海
道
ス
ペ
ー
ス
ポ
ー

ト
は
国
の
宇
宙
輸
送
分
野
の
発
展

に
も
寄
与
で
き
る
施
設
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
地
方
の
一
自
治
体
が

ロ
ケ
ッ
ト
射
場
を
つ
く
る
な
ん
て

最
初
で
最
後
だ
と
思
っ
て
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
国
の
支
援
も
含
め
て
、

全
国
か
ら
応
援
し
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。

ど
、
元
々
モ
ノ
づ
く
り
の
強
い
と

こ
ろ
に
出
向
い
て
、
Ｐ
Ｒ
し
て
い

ま
す
。
新
し
い
企
業
を
作
る
の
で

は
な
く
、
既
存
の
企
業
に
「
宇
宙

分
野
を
や
り
ま
せ
ん
か
」
と
い
う

お
誘
い
を
、
十
勝
に
限
ら
ず
広
い

範
囲
で
や
っ
て
い
ま
す
。

　

宇
宙
と
い
う
と
、
ど
う
し
て
も

ロ
ケ
ッ
ト
や
人
工
衛
星
に
目
が
行

き
が
ち
で
す
が
、
全
て
の
モ
ノ
と

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
で
す
の
で
、

関
連
す
る
産
業
す
べ
て
が
集
積
さ

れ
る
の
が
理
想
で
す
が
、
大
樹
町

だ
け
で
は
な
く
、
十
勝
や
北
海
道

全
体
に
も
広
が
っ
て
い
け
ば
よ
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

─
─ 

手
ご
た
え
は
ど
う
で
す
か
？

　

関
心
は
持
っ
て
も

ら
え
る
の
で
す
が
、

ま
だ
実
績
と
し
て
見

え
て
な
い
部
分
が
あ

る
の
で
…
…
。
で
も
、

Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
打
ち
上
げ

を
成
功
さ
せ
れ
ば
、

環
境
が
ガ
ラ
ッ
と
変

わ
る
の
で
は
と
期
待

し
て
ま
す
。

─
─ 

企
業
誘
致
、
ロ

ケ
ッ
ト
産
業
育
成

の
た
め
の
大
樹
町

と
し
て
の
支
援
策

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

実
は
そ
れ
が
現
在

大樹町宇宙交流センター SORAでは、これまでの大樹町の宇宙に
関する取り組みや実物のロケットなどを展示。

室蘭工大・航空宇宙機システム研究セン
ターのサテライトオフィス。IST社との共同
研究などが行われている。
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度
確
定
し
、
そ
こ
へ
直
行
す
る
こ

と
に
よ
る
燃
料
費
お
よ
び
労
働
時

間
の
削
減
。
ま
た
経
験
が
な
い
若

手
で
も
参
入
し
や
す
く
な
り
、
漁

師
の
高
齢
化
に
よ
っ
て
知
識
、
経

験
の
継
承
が
難
し
い
場
合
で
も
、

漁
業
を
続
け
て
い
け
る
と
い
う
効

果
も
期
待
で
き
ま
す
。

─
─ 「
ト
レ
ダ
ス
」
は
、
ど
の
よ
う

な
人
工
衛
星
デ
ー
タ
を
活
用
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

ま
ず
人
工
衛
星
はAqua

（
ア
ク

ア
）
とTerra

（
テ
ラ
）
の
二
つ
を

使
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
二
つ
に
は

モ
デ
ィ
ス（M

oderate Resolution
Im

aging Spectroradiom
eter

／

中
分
解
能
撮
像
分
光
放
射
計
）
と

い
う
セ
ン
サ
ー
が
付
い
て
い
て
、

水
温
と
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
濃
度
a
（
植

物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
分
布
）
の
デ
ー

タ
が
と
れ
る
。
そ
の
デ
ー
タ
を
予

測
モ
デ
ル
に
当
て
は
め
て
処
理
・

解
析
し
、
漁
場
予
測
マ
ッ
プ
を
作
っ

て
発
信
し
て
い
ま
す
。

─
─ 

開
発
に
あ
た
っ
て
、
技
術
的

に
苦
労
さ
れ
た
点
は
？

　

技
術
的
に
困
難
だ
っ
た
部
分
は
、

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
２
０
０
６
年

か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
衛
星
通

信
技
術
が
進
化
し
て
お
り
、
そ
れ

で
解
決
で
き
た
面
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
以
前
は
自
前
の
サ
ー
バ
ー

で
デ
ー
タ
を
管
理
し
て
い
ま
し
た

が
、
停
電
や
不
具
合
で
ま
れ
に
止

ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
い
ま

は
ア
マ
ゾ
ン
の
ク
ラ
ウ
ド
に
全
デ
ー

タ
を
あ
げ
て
、
ユ
ー
ザ
ー
は
そ
こ

に
ア
ク
セ
ス
し
て
使
っ
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ウ
ド
だ
と
、
停
電
や
不
具
合

で
サ
ー
ビ
ス
が
止
ま
る
リ
ス
ク
が

ほ
ぼ
な
い
。
24
時
間
３
６
５
日
、

デ
ー
タ
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

─
─ 「
ト
レ
ダ
ス
」
の
利
用
者
、
利

用
形
態
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
ま

す
か
？

　

利
用
者
は
個
人
の
漁
師
と
漁
業

会
社
で
す
。
比
率
で
い
う
と
、
個

人
の
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
実

は
メ
イ
ン
は
カ
ツ
オ
漁
の
船
で
し

て
、
宮
崎
県
や
三
重
県
、
鹿
児
島

県
、
静
岡
県
、
宮
城
県
、
そ
の
辺

　
衛
星
情
報
を
活
用
・
分
析
し
、

持
続
可
能
な
１
次
産
業
の
実
現
に

貢
献
す
る
こ
と
を
事
業
の
柱
と
す

る
「
株
式
会
社
グ
リ
ー
ン
&
ラ
イ

フ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」。
衛
星
リ

モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
を
利
用
し
た

海
洋
研
究
や
、
そ
の
応
用
研
究
に

関
す
る
多
数
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

牽
引
す
る
齊
藤
誠
一
氏
を
中
心
に
、

海
上
の
漁
場
情
報
を
発
信
す
る

「
ト
レ
ダ
ス
」
の
提
供
な
ど
、
１
次

産
業
を
支
え
る
事
業
に
つ
い
て

伺
っ
た
。

最
新
技
術
と
研
究
開
発
で

１
次
産
業
を
元
気
に

─
─ 

水
産
海
洋
情
報
サ
ー
ビ
ス
「
ト

レ
ダ
ス
」
を
発
想
し
、
開
発
さ
れ

た
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

漁
場
ま
で
の
燃
料
費
の
問
題
や

漁
師
の
高
齢
化
な
ど
、
現
代
の
水

産
業
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。
私
は
元
々
漁
場
予
測

り
の
お
客
さ
ん
が
多
い
で
す
ね
。

─
─ 

ト
レ
ダ
ス
は
産
学
官
連
携
で

研
究
開
発
さ
れ
ま
し
た
が
、
産
学

官
連
携
に
お
け
る
研
究
開
発
、
事

業
化
で
苦
労
さ
れ
た
点
は
？

　
「
産
」
の
方
は
シ
ス
テ
ム
開
発

を
担
当
し
て
、「
学
」
の
方
は
デ
ー

タ
処
理
や
、
漁
場
予
想
の
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
な
ど
の
開
発
を
担
当
し
ま

し
た
。
シ
ス
テ
ム
と
の
折
り
合
い

な
ど
色
々
な
調
整
は
あ
り
ま
し
た

が
、
役
割
分
担
は
う
ま
く
い
っ
た

と
思
い
ま
す
。「
官
」
の
方
は
、
ト

レ
ダ
ス
の
社
会
実
装
を
ぜ
ひ
進
め

て
ほ
し
い
と
、
組
織
作
り
な
ど
で

助
言
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
う

い
う
ベ
ン
チ
ャ
ー
は
立
ち
消
え
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
続
い
て
る
の
で
、
あ

る
意
味
成
功
事
例
と
言
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

た
ゆ
ま
ぬ
研
究
開
発
で

社
会
を
支
え
る
技
術
を

─
─ 

衛
星
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
ビ

ジ
ネ
ス
の
今
後
の
展
開
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

い
ま
は
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
ド
ト
レ

ダ
ス
を
進
め
て
い
ま
す
。
漁
業
者
、

漁
業
会
社
ご
と
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

し
て
漁
場
予
測
を
提
供
す
る
、
い

わ
ゆ
る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
ト
レ

の
研
究
を
し
て
い
て
、
水
産
業
の

課
題
を
衛
星
技
術
と
こ
れ
ま
で
の

研
究
の
知
見
を
基
に
解
決
で
き
な

い
か
と
「
ト
レ
ダ
ス
」
の
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

経
済
産
業
省
の
地
域
新
生
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
研
究
開
発
事
業
と
い

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
２
０
０
４

年
と
２
０
０
５
年
の
２
年
間
、
開

発
の
サ
ポ
ー
ト
を
得
ら
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
「
ト
レ
ダ
ス
」

を
社
会
実
装
す
る
た
め
に
改
善
を

重
ね
、「
富
士
通
株
式
会
社
」
や

「
株
式
会
社
Ｇ
Ｉ
Ｓ
北
海
道
」
な
ど

と
共
に
２
０
０
６
年
、
前
身
の
有

限
責
任
事
業
組
合
ス
ペ
ー
ス
フ
ィ
ッ

シ
ュ
を
設
立
し
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

を
開
始
し
ま
し
た
。

─
─ 

２
０
１
１
年
、「
ト
レ
ダ
ス
」

を
ス
ペ
ー
ス
フ
ィ
ッ
シ
ュ
か
ら
グ

リ
ー
ン
＆
ラ
イ
フ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
へ
事
業
譲
渡
し
た
経
緯
は
？

　

大
手
企
業
を
含
む
組
合
各
社
に

と
っ
て
、
売
り
上
げ
の
規
模
が
期

ダ
ス
で
す
。
通
常
の
ト
レ
ダ
ス
に

は
な
い
魚
種
、
例
え
ば
ア
ジ
や
サ

バ
、
マ
イ
ワ
シ
の
開
発
を
、
利
用

者
と
一
緒
に
進
め
て
い
ま
す
。

─
─ 

人
工
衛
星
を
活
用
し
た
ビ
ジ

ネ
ス
を
続
け
て
い
く
上
で
、
行
政

側
へ
期
待
す
る
支
援
は
あ
り
ま
す

か
？

　

基
本
的
に
は
民
間
が
引
っ
張
っ

て
い
く
べ
き
と
思
っ
て
ま
す
。
行

政
側
は
そ
れ
を
支
え
る
よ
う
な
形

が
望
ま
し
い
。
北
海
道
に
は
、
大

樹
町
に
打
ち
上
げ
基
地
が
あ
っ
て
、

打
ち
上
げ
や
エ
ン
ジ
ン
の
研
究
者

も
い
る
。
衛
星
デ
ー
タ
の
利
用
で

も
、
ス
マ
ー
ト
農
業
や
漁
業
、
畜

待
ほ
ど
大
き
く
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
。

た
だ
、
す
で
に
「
ト
レ
ダ
ス
」
を

使
っ
て
い
る
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
い

ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で
終
わ
り
と

い
う
わ
け
に
も
い
き
ま
せ
ん
。
そ

れ
で
株
式
会
社
グ
リ
ー
ン
＆
ラ
イ

フ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
立
ち
上

げ
て
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
続
け
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

衛
星
デ
ー
タ
を
分
析
し

漁
業
を
〝
見
え
る
化
〟

─
─ 「
ト
レ
ダ
ス
」
の
概
要
や
期
待

で
き
る
効
果
を
教
え
く
だ
さ
い
。

　
「
ト
レ
ダ
ス
」
で
は
衛
星
情
報

を
基
に
割
り
出
し
た
海
面
水
温
情

報
の
提
供
、
そ
れ
と
合
わ
せ
て
漁

場
予
測
図
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

こ
の
情
報
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
勘
や
経
験
に
頼
っ
て
い

た
部
分
を
デ
ー
タ
で
見
え
る
化
し

て
い
ま
す
。
具
体
的
な
効
果
と
し

て
は
、
出
航
前
に
漁
場
を
あ
る
程

衛
星
デ
ー
タ
と
独
自
の
知
見
を
活
用
し

水
産
業
が
抱
え
る
課
題
を
サ
ポ
ー
ト

株
式
会
社 

グ
リ
ー
ン
＆
ラ
イ
フ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

特
集
2 

宇
宙
関
連
産
業
の
集
積
に
向
け
て

株式会社 グリーン&ライフ・イノベーション
研究開発フェロー

齊藤 誠一
水産学博士・技術士（応用理学）
北海道大学 北極域研究センター 
衛星観測・モデリング研究グループ 
研究推進支援教授・研究員

株式会社 グリーン&ライフ・イノベーション
●2010年7月設立
サステナビィリティ（持続可能性）とイノベー
ション（革新）をキーワードに、農林業や水産
業、畜産業が直面する課題を解決するため
の様 な々サービスを提供。

事例紹介

03

産
な
ど
で
活
用
で
き
る
。
様
々
な

面
で
北
海
道
は
、
人
工
衛
星
打
ち

上
げ
か
ら
利
用
ま
で
つ
な
げ
ら
れ

る
ん
で
す
。
そ
れ
を
ど
う
つ
な
げ

て
い
く
の
か
。
何
か
一
つ
成
功
事

例
が
出
て
く
れ
ば
、
進
ん
で
い
く

と
思
い
ま
す
。

─
─ 

最
終
的
に
目
指
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
れ
ば
お
教
え
く
だ
さ
い
。

　

や
は
り
公
共
の
福
祉
と
い
う
か
、

み
ん
な
の
役
に
立
つ
も
の
を
作
り

た
い
。
た
だ
、
私
の
携
わ
っ
て
い

る
水
産
業
は
、
口
で
言
う
の
は
簡

単
で
す
が
な
か
な
か
サ
ー
ビ
ス
や

事
業
を
形
に
す
る
の
は
難
し
い
で

す
。
で
も
徐
々
に
、
衛
星
デ
ー
タ

を
活
用
し
た
効
率
的
な
漁
業
が
実

現
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

新
し
い
社
会
基
盤
に
な
る
よ
う
な

も
の
を
、
生
み
出
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

衛
生
を
利
用
し
た
海
洋
環
境
情
報
例
。持
続

可
能
な
サ
ケ
資
源
生
産
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

衛
星
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
海
水
温
や
ク
ロ
ロ

フ
ィ
ル
濃
度
a
の
ほ
か
、過
去
の
漁
獲
デ
ー
タ

な
ど
を
基
に
分
析
し
、漁
場
予
測
図
を
提
供
。

トレダスの社会実装など、研究のみならず産業分野でも活躍する齊藤氏。2021年5月、ロイター社が発表
した「世界で最も影響力のある環境科学者1000人」に選出された。
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私
ど
も
の
団
体
は
、
衛
星
デ
ー

タ
だ
け
で
な
く
ド
ロ
ー
ン
や
航
空

機
を
含
み
、
様
々
な
レ
ン
ジ
の

デ
ー
タ
を
利
用
す
る
立
ち
位
置
か

ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

道
内
の
宇
宙
関
連
の
団
体
に
は
、

道
の
経
済
部
産
業
振
興
局
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
推
進
室
が
事
務
局
を
務

め
、
当
北
海
道
産
学
官
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
も
幹
事
と
し
て
参
画

し
て
い
る
「
北
海
道
宇
宙
関
連
ビ

ジ
ネ
ス
創
出
連
携
会
議
」
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
は
、
先
進
的
な
技

術
や
実
用
化
の
取
組
に
関
す
る
情

報
提
供
や
、
衛
星
デ
ー
タ
の
活
用

の
「
宇
宙
利
用
」
と
「
宇
宙
機
器
」

の
２
つ
の
分
野
で
道
内
の
宇
宙
産

業
の
成
長
産
業
化
を
図
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
度
立
ち
上
げ
た
「
北
海

道
航
空
・
宇
宙
研
究
会
」
で
は
、

人
工
衛
星
に
何
を
さ
せ
る
か
の
需

要
側
の
研
究
を
し
て
、
関
係
者
と

連
携
を
深
め
、
デ
ー
タ
利
用
の
共

通
項
を
見
つ
け
た
り
し
て
、
ニ
ー

ズ
を
形
に
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

他
の
道
内
の
宇
宙
関
連
の
団
体

は
も
の
づ
く
り
系
や
ロ
ケ
ッ
ト
の

打
ち
上
げ
拠
点
の
整
備
、
宇
宙
環

境
利
用
の
研
究
開
発
を
行
っ
て
い

る
団
体
な
ど
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
こ
う
し
た
団
体
と
は
役
割
や

活
動
は
異
な
っ
て
く
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

─
─ 

航
空
宇
宙
産
業
の
振
興
、
事

業
化
に
向
け
課
題
と
感
じ
て
い
る

事
や
、
そ
の
解
決
に
必
要
な
事
な

ど
、
お
考
え
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

宇
宙
関
連
産
業
に
関
し
て
行
政

側
は
ど
こ
ま
で
支
援
し
て
く
れ
る

の
か
…
、
或
い
は
ど
れ
だ
け
P
R

し
て
く
れ
る
の
か
と
考
え
る
と
、

現
状
で
は
ま
だ
ま
だ
足
り
て
い
な

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
庁
も
前
向
き
に
取
り
組

ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
道

だ
け
で
な
く
札
幌
市
も
含
め
、
行

政
側
が
も
う
少
し
技
術
開
発
や
事

業
化
、
利
用
促
進
の
支
援
策
な
ど

出
し
て
も
ら
え
る
と
、
北
海
道
全

体
と
し
て
宇
宙
産
業
に
参
入
し
よ

う
と
す
る
ム
ー
ド
も
高
ま
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
へ
の
説
明
や
理
解

が
十
分
な
の
か
と
い
う
課
題
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。
市
民
や
企
業
な

ど
多
く
の
納
税
者
の
方
々
が
宇
宙

産
業
に
お
金
を
使
っ
て
も
い
い
よ

ね
、
と
い
う
風
に
な
っ
て
こ
な
い

と
税
金
を
使
っ
て
支
援
を
す
る
と

い
う
話
に
も
な
ら
な
い
の
で
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
課
題
と
考
え
て

い
る
の
は
、
宇
宙
の
所
管
が
、
ま

だ
今
一
つ
は
っ
き
り
し
て
い
な
い

　
世
界
的
に
大
き
な
成
長
が
期
待

さ
れ
て
い
る
宇
宙
産
業
の
分
野
で
、

空
港
・
宇
宙
を
核
と
し
た
新
た
な

北
海
道
の
産
業
発
展
の
実
現
を
目

的
に
設
立
さ
れ
た
「
北
海
道
航
空
・

宇
宙
研
究
会
」。
北
海
道
産
学
官

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
培
っ
て
き
た
、

幅
広
い
知
見
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

活
か
し
、
新
た
な
産
業
分
野
の
産

学
官
に
お
け
る
利
活
用
の
促
進
を

図
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

地
域
間
・
企
業
間
連
携
と

交
流
の
機
会
を
提
供

─
─ 

北
海
道
産
学
官
研
究
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
中
で
、
北
海
道
航
空
・
宇

宙
研
究
会
が
立
ち
上
が
っ
た
背
景

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

北
海
道
の
特
色
と
し
て
資
源
の

優
位
性
は
あ
る
の
で
す
が
、
そ
こ

か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す

た
め
の
色
々
な
仕
掛
け
と
い
う
の

が
非
常
に
少
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ

こ
と
で
す
。
そ
こ
を
宇
宙
庁
と
か

を
作
る
方
向
な
の
か
、
航
空
行
政

の
一
部
と
し
て
国
土
交
通
省
の
中

に
入
っ
て
く
る
の
か
、
色
々
な
可

能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
辺
の

整
備
が
ま
だ
追
い
つ
い
て
い
な
い

の
で
、
そ
こ
は
ど
う
い
う
の
が
良

い
の
か
と
い
う
の
を
、
関
係
者
全

員
で
声
を
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宇
宙
産
業
に
新
規
参
入
し
や

す
い
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

─
─ 

道
内
企
業
が
航
空
・
宇
宙
ビ
ジ

ネ
ス
を
続
け
て
い
く
上
で
、
国
や
北

海
道
な
ど
行
政
側
へ
期
待
す
る
支

援
な
ど
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

こ
で
、自
律
的
に
北
海
道
で
活
発

な
産
業
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

誘
発
を
図
る
た
め
に
、
産
・
学
・
官

の
連
携
を
し
っ
か
り
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
事
で
、
１
９
９
１

年
に
北
海
道
産
学
官
研
究
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在

は「
防
災
情
報
」、「
交
通
」、「
ス
マ
ー

ト
農
業
」、「
観
光
・
I
C
T
」、「
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
5
つ
の
部
会

と
、「
産
学
官
C
I
M
・
G
I
S
」、

「
北
海
道
Maa
S
推
進
」、「
北
海

道
航
空
・
宇
宙
」
の
3
つ
の
研
究

会
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、「
北
海
道
航
空
・

宇
宙
研
究
会
」
は
、
大
樹
町
の
宇

宙
港
開
発
や
垂
直
打
ち
上
げ
型
ロ

ケ
ッ
ト
の
成
功
な
ど
、
宇
宙
分
野

の
取
り
組
み
が
北
海
道
内
で
盛
ん

に
な
っ
た
事
や
、
航
空
分
野
の
新

た
な
動
き
で
あ
る
無
人
航
空
機（
ド

ロ
ー
ン
）
の
産
業
利
用
の
活
動
が

進
ん
で
い
る
事
も
あ
っ
て
、
航
空
・

宇
宙
分
野
の
統
合
的
な
利
活
用
の

　

宇
宙
産
業
で
先
行
し
て
い
る
ア

メ
リ
カ
と
比
べ
る
と
、
日
本
で
は

政
府
が
顧
客
に
な
っ
て
あ
げ
る
と

い
う
保
障
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
メ

リ
カ
は
打
ち
上
が
っ
た
人
工
衛
星

な
ど
の
デ
ー
タ
を
政
府
が
買
い

取
っ
て
使
う
な
ど
、
顧
客
と
し
て

の
立
ち
位
置
で
も
宇
宙
産
業
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
成

功
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
成

功
報
酬
型
の
契
約
を
必
ず
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
意
味
、

政
府
の
方
か
ら
ニ
ー
ズ
を
出
し
て

い
る
訳
で
す
。

　

日
本
で
も
人
工
衛
星
か
ら
取
得

し
た
デ
ー
タ
を
無
償
で
使
え
る
と

い
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
あ
る

の
で
す
が
、
そ
の
デ
ー
タ
を
利
用

し
よ
う
と
す
る
企
業
や
衛

星
デ
ー
タ
か
ら
生
ま
れ
た

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
ユ
ー

ザ
ー
を
も
っ
と
増
や
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

し
て
、
デ
ー
タ
を
利
用
す

る
企
業
側
と
し
て
は
、

デ
ー
タ
を
供
給
し
て
く
れ

る
企
業
が
倒
産
せ
ず
に
供

給
し
続
け
て
く
れ
な
い
と

困
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を

支
え
る
た
め
に
も
国
や
道

な
ど
も
デ
ー
タ
利
用
の
契

約
を
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
は
大
切
で
は
な
い
か
と

促
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
い
う

気
運
の
高
ま
り
か
ら
、
2
0
2
3

年
8
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

航
空
宇
宙
分
野
は
大
樹
町
の
ス

ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
構
想
で
大
変
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
動
き
を

札
幌
圏
も
含
め
た
北
海
道
全
体
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
つ
な
げ

る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
北
海
道

産
学
官
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
航
空

分
野
（
道
内
航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

や
空
港
の
利
活
用
）
の
活
動
に
加

え
て
、
ド
ロ
ー
ン
も
含
め
た
新
し

い
産
業
分
野
の
産
学
官
に
お
け
る

利
活
用
促
進
の
取
組
み
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
す
。

衛
星
デ
ー
タ
の
利
活
用
と

産
学
官
の
連
携
を
深
め
る
活
動

─
─ 

道
内
に
は
他
に
も
航
空
宇
宙

関
係
の
任
意
団
体
が
存
在
し
て
い

ま
す
が
、
活
動
の
違
い
、
役
割
分

担
な
ど
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

航
空
・
宇
宙
分
野
の
統
合
的
な

利
活
用
の
促
進
と
宇
宙
産
業
の
発
展
へ

一
般
社
団
法
人 

北
海
道
産
学
官
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
北
海
道
航
空
・
宇
宙
研
究
会

特
集
2 

宇
宙
関
連
産
業
の
集
積
に
向
け
て

北海道航空・宇宙研究会　副会長
IKEUCHI GROUP代表取締役　社長

池内 和正

一般社団法人 北海道産学官研究フォーラム
北海道航空・宇宙研究会
●2023年8月設立
航空（ドローン含む）・宇宙分野の統合的な
利活用の啓発、コミュニティの形成、アウトリ
ーチ活動などを北海道内外の各機関と連携
して取り組んでいる。

事例紹介

04

思
っ
て
い
ま
す
。
勿
論
、
全
て
の

デ
ー
タ
や
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
、

デ
ー
タ
利
用
の
契
約
や
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
契
約
を
し
て
安
定
経
営

に
係
る
支
援
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
衛

星
デ
ー
タ
の
特
性
を
活
か
す
た
め

に
は
、
あ
る
程
度
の
広
域
を
対
象

と
す
る
行
政
側
の
契
約
を
頂
か
な

い
と
持
続
可
能
な
産
業
に
成
長
す

る
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
宇
宙
産
業
、
衛
星
ビ
ジ

ネ
ス
の
ア
イ
デ
ア
や
技
術
開
発
を

す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
や
研
究
者

が
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
け
て
、

さ
ら
に
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
ア
イ

デ
ア
や
企
業
が
生
ま
れ
て
く
る
エ

コ
シ
ス
テ
ム
が
出
来
る
事
を
期
待

し
、
そ
の
要
望
を
上
げ
て
い
く
の

が
我
々
研
究
会
の
役
割
で
も
あ
り

ま
す
。

「宇宙・航空分野の産業利用を北海道全体で盛り上げていきた
い」と話す事務局長・藤原達也さん。

「北海道航空・宇宙研究会 設立記念シンポジウム」 で講演する会長の齊藤誠一氏。
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北海道の産業　宇宙関連の先端技術や産業

分
布
状
況
と
か
、
別
府
・
湯
布
院

の
視
察
に
も
来
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
非
常
に
条
件
的
に
適
し

て
い
る
し
、
自
治
体
も
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
も
ら
え
そ
う
と
い
う

こ
と
で
、
ぜ
ひ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。

大
分
県
の
積
極
的
な
姿
勢
が

新
た
な
連
携
の
き
っ
か
け
に

─
─ Virgin O

rbit

社
の
経
営
破
綻

に
よ
る
事
業
終
了
は
残
念
で
し
た
。

た
だ
２
０
２
２
年
に
宇
宙
往
還
機

D
ream

 Chaser

を
運
用
す
る
米

国
の「Sierra Space

社
」と
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
締
結
さ
れ
て
い

ま
す
。
同
社
と
連
携
に
至
る
経
緯

や
、
締
結
の
決
め
手
は
ど
の
よ
う

な
点
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

Sierra Space

社
の
場
合
も
、

兼
松
株
式
会
社
経
由
で
す
が
向
こ

う
か
ら
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
先
方
が
日
本
、
ア
ジ
ア

で
の
展
開
先
を
探
し
て
い
る
時
に
、

大
分
県
がVirgin Orbit

社
と
組

ん
で
、
宇
宙
港
実
現
に
向
け
て
前

向
き
に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体

だ
と
い
う
こ
と
を
認
識
さ
れ
て
い

て
、
そ
れ
だ
け
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
な
ら
、
う
ち
と
も
一
緒

に
ど
う
で
す
か
、
と
い
う
こ
と
で

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

た
し
か
にVirgin Orbit

社
は

事
業
終
了
と
な
り
ま
し
た
が
、
大

分
県
の
宇
宙
港
へ
の
取
り
組
み
の

意
欲
を
外
向
き
に
し
っ
か
り
発
信

を
し
て
、
業
界
の
中
で
認
知
を
し

て
い
た
だ
く
大
き
な
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
意
味

で
はVirgin Orbit

社
と
の
レ
ガ

シ
ー
は
ち
ゃ
ん
と
引
き
継
が
れ
て
、

現
在
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
貢
献
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

─
─ 

設
備
的
に
は
、
い
ま
の
大
分

空
港
の
設
備
で
も
対
応
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か
？

　

着
陸
に
関
し
て
は
、Dream

 
Chaser

用
に
滑
走
路
の
耐
加
重
を

上
げ
る
と
か
、
素
材
を
変
え
な
い

と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
現
状

な
い
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

着
陸
し
た
後
、
例
え
ば
宇
宙
か
ら

持
ち
帰
っ
て
く
る
荷
物
の
搬
出
、

機
体
の
整
備
な
ど
の
作
業
が
ど
れ

く
ら
い
必
要
な
の
か
と
い
う
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
こ
れ
か
ら
ア
メ
リ

カ
で
打
ち
上
げ
を
し
て
か
ら
判
明

し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
が

明
ら
か
に
な
っ
た
時
点
で
、
必
要

に
応
じ
て
整
備
を
す
る
こ
と
も
可

能
性
と
し
て
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

─
─ Virgin O

rbit

社
の
よ
う
な
飛

行
機
発
射
型
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ

を
開
発
し
て
い
る
企
業
は
他
に
も

あ
り
ま
す
か
？ 

ま
た
、
そ
の
企
業

　
大
分
空
港
を
活
用
し
た
ア
ジ
ア

初
の
水
平
型
宇
宙
港
の
実
現
を
目

指
し
て
い
る
大
分
県
。
空
港
自
体

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
加
え
、
別
府
・

湯
布
院
を
は
じ
め
と
す
る
豊
富
な

観
光
資
源
、
多
様
な
地
域
産
業
な

ど
大
分
県
が
持
つ
強
み
を
武
器
に
、

宇
宙
港
実
現
に
向
け
て
官
民
一
体

で
進
め
て
い
る
様
々
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
っ
た
。

大
分
空
港
の
宇
宙
港
化
が

地
域
経
済
活
性
の
起
爆
剤
に

─
─ 

な
ぜ
、
大
分
県
が
宇
宙
港
に

力
を
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、

そ
の
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

ま
ず
２
０
１
７
年
、
九
州
工
業

大
学
で
作
っ
た
「
て
ん
こ
う
」
と

い
う
超
小
型
人
工
衛
星
の
製
作
に
、

県
内
企
業
の
4
社
が
部
品
や
内
装
、

シ
ス
テ
ム
な
ど
で
参
画
す
る
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を

機
に
、
実
は
宇
宙
は
身
近
で
、
大

へ
は
誘
致
に
む
け
て
ア
プ
ロ
ー
チ

を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　

水
平
型
は
垂
直
の
打
ち
上
げ
に

比
べ
る
と
、
世
界
的
に
み
て
も
プ

レ
イ
ヤ
ー
が
少
な
い
の
か
な
と
感

じ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
う
い
う

事
業
者
が
世
界
中
に
何
社
か
い
る

と
い
う
こ
と
は
我
々
も
認
識
を
し

て
い
ま
し
て
、
そ
の
辺
は
状
況
を

見
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
は
個
人
的
な
見
解
で
す
が
、

宇
宙
港
と
し
て
実
際
に
運
用
し
て

分
県
の
企
業
も
宇
宙
に
挑
戦
で
き

る
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
広
が
っ
て

い
き
、
大
分
県
と
し
て
も
何
か
で

き
な
い
か
と
模
索
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
米
国
ロ
ケ
ッ
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー

「Virgin Orbit

社
」か
ら
、大
分
空

港
を
水
平
離
着
陸
の
宇
宙
港
と
し

て
活
用
で
き
な
い
か
と
お
声
が
か

か
っ
た
こ
と
が
大
き
い
で
す
。
そ

こ
か
ら
、
大
分
空
港
を
宇
宙
港
化

し
て
、
宇
宙
港
を
中
心
と
し
た
産

業
集
積
、
新
た
な
地
域
経
済
構
造

の
構
築
が
で
き
な
い
か
と
い
う
取

り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

大
分
空
港
が
選
ば
れ
た
理
由
は

三
つ
あ
り
ま
し
て
、
一
つ
は
３
０

０
０
ｍ
と
い
う
長
い
滑
走
路
で
す
。

Virgin Orbit

社
は
ボ
ー
イ
ン
グ
７

４
７
と
い
う
ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ
ト

機
の
翼
の
下
に
ロ
ケ
ッ
ト
を
吊
り

下
げ
て
打
ち
上
げ
る
方
式
だ
っ
た

の
で
、
ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
機
の

運
用
が
で
き
る
長
い
滑
走
路
が
必

要
で
し
た
。
３
０
０
０
ｍ
の
滑
走

い
く
に
は
、
普
通
の
民
間
航
空
機

の
空
港
と
一
緒
で
一
社
だ
け
の
乗

り
入
れ
で
は
有
用
な
状
態
で
は
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
複
数
の
企

業
が
宇
宙
港
を
利
用
し
て
、
初
め

て
宇
宙
港
と
し
て
活
性
化
し
て
い

く
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
は
当
然
、Sierra Space

社
と
の
取
り
組
み
を
最
優
先
に
進

め
る
の
で
す
が
、
将
来
を
見
据
え

た
時
、
一
社
だ
け
で
い
い
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
機
会
が
あ
れ
ば
二

路
を
持
つ
空
港
と
い
う
と
、
羽
田

や
新
千
歳
な
ど
、
都
市
部
の
ハ
ブ

空
港
の
場
合
が
多
い
ん
で
す
。
そ

の
中
で
、
大
分
空
港
は
３
０
０
０
ｍ

の
滑
走
路
が
あ
り
、
都
市
部
の
空

港
ほ
ど
便
数
が
混
み
あ
っ
て
い
ま

せ
ん
。
ま
た
今
は
必
ず
し
も
東
向

き
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
訳
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
打
ち
上
げ
に
有

利
な
東
側
に
海
が
ひ
ら
け
て
い
る

の
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
や
自
動
車
産
業
な
ど
多
様

な
地
域
産
業
が
集
積
し
て
い
る
こ

と
。
最
後
の
一
つ
が
観
光
資
源
で

す
。
取
引
先
や
交
流
先
の
方
を
招

い
て
お
も
て
な
し
を
す
る
場
と
し

て
、
別
府
温
泉
を
は
じ
め
と
す
る

豊
富
な
観
光
資
源
が
あ
る
。
そ
う

い
っ
た
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め
る

と
、
た
ぶ
ん
該
当
す
る
空
港
は
国

内
に
も
数
か
所
し
か
な
い
。
そ
の

中
で
大
分
空
港
に
目
を
付
け
て
い

た
だ
い
て
、
実
際
に
地
元
産
業
の

既
存
の
イ
ン
フ
ラ
や
立
地
の
強
み
を
活
か
し

ア
ジ
ア
と
宇
宙
を
つ
な
ぐ
宇
宙
港
を
目
指
す

大
分
県
商
工
観
光
労
働
部 

先
端
技
術
挑
戦
課 

宇
宙
開
発
振
興
班

特
集
2 

宇
宙
関
連
産
業
の
集
積
に
向
け
て

大分県商工観光労働部
先端技術挑戦課 宇宙開発振興班 
主幹（総括）

江藤 憲幸

事例紹介

05

社
目
、
三
社
目
と
い
う
の
は
当
然

考
え
て
い
ま
す
。

─
─ Sierra Space

社
の
着
陸
が

実
現
し
て
、
実
際
に
使
え
る
と
な

る
と
、
他
の
と
こ
ろ
か
ら
も
話
が

来
そ
う
で
し
ょ
う
か
？

　
そ
う
で
す
ね
。
実
際
、
英
国
コ
ー

ン
ウ
ォ
ー
ル
の
方
も
、Virgin 

Orbit

社
破
綻
前
に
打
ち
上
げ
を

1
回
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

で
相
当
な
認
知
の
向
上
と
か
イ
ン

パ
ク
ト
が
あ
っ
た
と
伺
っ
て
い
ま

す
。
実
際
、
宇
宙
関
連
産
業
の
集

積
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
聞
い

て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
意
味

で
も
、
実
現
す
る
と
こ
れ
ま
で
以

上
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
あ
る
か
な
と

い
う
感
じ
が
し
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
取
り
組
み
で

地
場
企
業
の
参
入
を
後
押
し

─
─ 

宇
宙
関
連
企
業
の
誘
致
、
人

材
を
含
め
た
育
成
な
ど
、
大
分
県

と
し
て
の
支
援
策
が
あ
れ
ば
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

私
ど
も
と
は
別
に
県
外
企
業
の

誘
致
活
動
を
担
当
し
て
い
る
企
業

立
地
推
進
課
が
あ
り
ま
し
て
、
そ

こ
の
部
署
と
連
携
し
て
、
宇
宙
産

業
に
限
ら
ず
で
す
が
、
誘
致
に
際

し
て
の
助
成
金
や
税
制
の
優
遇
措

置
、
そ
う
い
っ
た
支
援
策
を
設
定

大分県北東部に位置する国東半島の海上に整備された大分空港。長い滑走路、北・南・東側に海が広が
る立地が強み。

米国Sierra Space社のDream Chaserの着陸イメージ。
宇宙から水平飛行で地上に帰還してくる。
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大分県商工観光労働部 
先端技術挑戦課 宇宙開発振興班
宇宙港実現のため、パートナー企業との調
整や地元産業界への働きかけ、人材育成の
ためのセミナー開催などさまざまな事案を
担当。庁内のあらゆる部署と連携し、大分空
港の宇宙港化に邁進する。

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

あ
と
は
内
閣
府
、
経
済
産
業
省

の
衛
星
デ
ー
タ
利
活
用
事
業
採
択

に
向
け
た
伴
走
支
援
、
県
の
先
端

技
術
推
進
系
補
助
制
度
に
よ
る
取

り
組
み
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

人
材
の
育
成
に
関
し
て
は
、「
大

分
県
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
人
材
育
成
講

座
」
と
い
う
の
を
開
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
衛
星
デ
ー
タ
の
利
活
用
だ

け
じ
ゃ
な
く
て
、
広
く
宇
宙
と
絡

め
ら
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
考
え
る
内

容
で
、
２
０
２
３
年
に
は
「
宇
宙

機
器
開
発
」、「
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
の

可
能
性
」、「
宇
宙 

ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
シ
ッ
プ
」
を
テ
ー
マ
に
セ
ミ

ナ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い

ま
し
た
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
始
め
た
も
の
の
、
依
然

と
し
て
県
内
の
企
業
は
宇
宙
と
言

わ
れ
て
も
ピ
ン
と
こ
な
い
と
い
う
か
、

じ
ゃ
あ
自
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
ど
う

絡
め
て
い
く
の
か
と
い
う
面
で
結

構
難
し
い
部
分
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
、

自
社
事
業
×
宇
宙
み
た
い
な
形
で
、

何
か
ヒ
ン
ト
を
与
え
ら
れ
る
機
会

を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

あ
と
次
世
代
人
材
の
育
成
で
は
、

中
学
生
向
け
の
「
缶
サ
ッ
ト
（Can

Sat

）」（
飲
料
水
の
缶
サ
イ
ズ
の
小

型
の
模
擬
人
工
衛
星
）教
室
。
高
校

生
向
け
で
はISS M

ETAVERSE

だ
い
て
お
り
ま
す
。
国
東
高
校
の

SPACE

コ
ー
ス
で
も
、
立
命
館
大

学
の
宇
宙
地
球
探
査
研
究
セ
ン

タ
ー
な
ど
宇
宙
関
連
の
研
究
を

行
っ
て
い
る
ア
カ
デ
ミ
ア
と
連
携

し
な
が
ら
、
授
業
を
進
め
る
予
定

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

大
学
以
外
で
は
、
県
の
産
業
科

学
技
術
セ
ン
タ
ー
の
磁
気
シ
ー
ル

ド
ル
ー
ム
は
か
な
り
立
派
で
、
検

査
機
器
を
九
州
工
業
大
学
な
ど
の

人
工
衛
星
を
作
っ
て
い
る
大
学
、

企
業
の
方
が
使
い
に
来
ら
れ
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
施
設

も
あ
る
の
で
、
大
学
主
導
で
整
備

し
て
い
た
だ
く
の
が
い
い
の
か
、

ま
た
は
試
験
場
の
拡
充
も
含
め
て

考
え
る
の
か
、
い
く
つ
か
パ
タ
ー

ン
は
あ
る
気
が
し
て
い
ま
す
。

体
験
と
い
っ
て
、ISS

の
空
間
を
Ｖ
Ｒ

で
体
験
で
き
る
催
し
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
同
じ
宇
宙
港
を

進
め
て
い
る
英
国
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル

の
高
校
と
、
大
分
空
港
の
あ
る
国

東
高
校
の
交
流
も
始
ま
っ
て
お
り
、

県
立
国
東
高
校
に
は
、
２
０
２
４

年
度
入
学
の
2
年
次
か
らSPACE

コ
ー
ス
が
開
設
さ
れ
ま
す
（
下
記

コ
ラ
ム
参
照
）。

─
─ 

地
元
企
業
の
参
画
は
ど
の
よ

う
な
状
況
で
し
ょ
う
か

　

超
小
型
人
工
衛
星
「
て
ん
こ
う
」

に
参
画
し
た
県
内
企
業
の
4
社
は
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
機
器
開
発
と

か
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

み
た
い
な
と
こ
ろ
が
メ
イ
ン
だ
っ

た
の
で
す
が
、
実
際
に
宇
宙
港
の

取
り
組
み
が
始
ま
り
、
衛
星
デ
ー

タ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
か
の
セ

ミ
ナ
ー
も
し
て
い
る
中
で
、
地
元

の
I
T
企
業
が
新
し
く
衛
星
デ
ー

タ
を
使
っ
て
、
I
T
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
始
め

た
事
例
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
。

　

地
元
で
廃
棄
物
収
集
車
両
の
運

行
管
理
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
い
る

会
社
で
は
、
人
工
衛
星
の
測
位
補

正
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
、

車
両
の
精
緻
な
軌
跡
管
理
に
よ
る

収
集
ル
ー
ト
の
最
適
化
や
収
集
業

務
の
効
率
化
を
行
う
シ
ス
テ
ム
を

開
発
し
、
自
治
体
や
業
者
の
方
々

ユニ
ー
ク
な
方
法
で

大
分
県
＝
宇
宙
を
Ｐ
Ｒ

─
─ 

観
光
、
宿
泊
施
設
、
飲
食
業

な
ど
、
そ
の
他
産
業
へ
波
及
は
出

て
き
て
い
ま
す
か
？

　

２
年
ほ
ど
前
の
話
で
す
が
、

Virgin Orbit

社
の
話
が
持
ち
上

が
っ
た
時
は
、
宇
宙
人
割
と
い
う

サ
ー
ビ
ス
を
県
内
の
宿
泊
施
設
で

実
施
し
ま
し
た
。
要
は
地
球
人
も

宇
宙
人
な
の
で
、「
宇
宙
人
で
す
」

と
い
え
ば
、
温
泉
入
浴
料
が
安
く

な
っ
た
り
、
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
時

間
が
遅
く
な
っ
た
り
と
、
出
来
る

範
囲
で
割
引
や
特
典
を
つ
け
て
も

ら
い
ま
し
た
。
た
だ
波
及
効
果
と

い
う
の
は
、
そ
れ
こ
そ
実
現
が
目

の
前
に
な
る
と
ど
ん
ど
ん
出
て
く

に
展
開
し
て
い
っ
て
ま
す
。
そ
れ

と
今
取
り
組
み
だ
し
た
と
こ
ろ
で

す
が
、「
玖く

珠す

米ま
い

」
と
言
う
美
味

し
い
お
米
が
あ
る
ん
で
す
が
、
衛

星
デ
ー
タ
で
発
育
状
況
を
見
な
が

ら
よ
り
品
質
を
向
上
さ
せ
る
取
り

組
み
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
他
部
署
の
事
業
で
す

が
、
県
予
算
と
県
内
自
治
体
か
ら

の
負
担
金
を
充
当
し
て
、
水
道
管

の
漏
水
箇
所
を
示
す
衛
星
デ
ー
タ

を
購
入
し
て
い
ま
す
。
各
自
治
体

の
漏
水
が
疑
わ
れ
る
劣
化
し
た
水

道
管
の
調
査
計
画
や
更
新
作
業
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
事

例
も
あ
り
ま
す
。

─
─ 

衛
星
デ
ー
タ
の
利
活
用
以
外

の
と
こ
ろ
、
例
え
ば
製
造
や
運
送

業
の
参
画
は
ど
う
で
す
か
？

　

製
造
な
ど
ハ
ー
ド
系
の
企
業
で

関
心
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
何

社
か
あ
っ
て
、
少
し
ず
つ
で
す
が

取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
は
い
ま
す
。

た
だ
、
デ
ー
タ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
だ
と
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
で
突
然
大

き
い
も
の
が
出
て
く
る
場
合
も
あ

る
の
で
す
が
、
ハ
ー
ド
系
だ
と
な

か
な
か
そ
う
は
な
ら
な
い
の
が
実

状
で
す
。
一
つ
ず
つ
小
さ
い
案
件

で
納
入
実
績
を
あ
げ
て
、
次
の
ス

テ
ッ
プ
で
取
引
が
少
し
大
き
く

な
っ
て
と
い
う
段
階
を
踏
ま
な
い

と
い
け
な
い
の
で
、
製
造
の
部
分

る
し
、
実
際
出
来
れ
ば
も
っ
と
出

る
と
思
い
ま
す
。

　

あ
と
大
分
空
港
の
お
土
産
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
宇
宙
グ
ッ
ズ
を
扱
い

始
め
て
ま
す
。
結
構
売
れ
て
い
る

ら
し
い
で
す
。
空
港
を
利
用
さ
れ

る
方
が
、
宇
宙
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

足
湯
や
宇
宙
グ
ッ
ズ
が
並
ぶ
お
土

産
コ
ー
ナ
ー
を
見
て
「
何
だ
こ
れ

は
？
」
と
興
味
を
持
っ
た
り
、
ま

た
空
港
内
の
洋
食
レ
ス
ト
ラ
ン
で

実
際
に
宇
宙
食
で
出
さ
れ
て
い
る

カ
レ
ー
を
味
わ
っ
た
り
と
、
ち
ょ
っ

と
賑
や
か
し
的
な
部
分
で
は
あ
り

ま
す
け
ど
、
そ
う
い
う
観
光
的
な

部
分
で
う
ま
く
使
っ
て
、
売
り
上

げ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
話

も
出
て
き
て
は
い
ま
す
。

に
関
し
て
は
も
う
少
し
時
間
が
か

か
る
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
熱
意
が
あ
る
企
業
も
増

え
て
き
て
い
る
の
は
感
じ
て
い
ま

す
。
そ
こ
は
県
と
し
て
も
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
実

施
し
て
、
技
術
的
な
部
分
で
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
の
オ
ー
ダ
ー
に
対
応
で

き
る
力
を
企
業
に
身
に
つ
け
て
も

ら
う
と
か
、「
う
ち
も
で
き
る
か
も
」

と
考
え
て
る
企
業
の
背
中
を
押
す

よ
う
な
取
り
組
み
を
、
や
っ
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

宇
宙
港
実
現
に
合
わ
せ
て

教
育
機
関
と
の
連
携
も
視
野
に

─
─ 

大
学
、
研
究
機
関
の
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
設
置
や
連

携
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い

ま
す
か
？

　

現
状
は
ま
だ
な
い
で
す
。
実
際

の
着
陸
が
間
近
に
な
っ
た
り
、
も

し
く
は
一
回
目
が
実
現
し
た
と
い

う
フ
ェ
ー
ズ
に
な
る
と
、
官
主
導

に
限
ら
ず
、
民
主
導
で
も
そ
う

い
っ
た
動
き
は
可
能
性
と
し
て
あ

る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
教
育
分
野
で
は
大
学
と

の
連
携
を
進
め
て
お
り
ま
し
て
、

「
缶
サ
ッ
ト
」
教
室
で
は
、
東
京

大
学
航
空
宇
宙
工
学
専
攻
の
中
須

賀
教
授
に
講
師
と
し
て
登
壇
い
た

地
場
企
業
を
巻
き
込
ん
で

宇
宙
産
業
の
集
積
を
目
指
す

─
─ 

宇
宙
港
の
実
現
、
宇
宙
産
業

の
育
成
、
振
興
の
課
題
と
考
え
て

い
る
点
を
教
え
て
下
さ
い
。

　

い
ま
の
と
こ
ろ
の
課
題
は
、
宇

宙
関
連
の
事
業
が
ち
ゃ
ん
と
産
業

と
し
て
広
が
っ
て
い
く
か
ど
う
か
。

大
分
県
内
の
企
業
に
い
か
に
し
て

広
げ
て
い
く
の
か
と
い
う
の
が
、

一
番
の
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
場
の
人
た
ち
に
、
宇
宙
産
業
、

宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
へ
ど
ん
ど
ん
参
入

し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を
持
っ

て
い
ま
す
の
で
。
も
ち
ろ
ん
東
京

と
か
、
他
の
都
市
の
宇
宙
関
連
企

業
に
も
、
ぜ
ひ
大
分
に
来
て
も
ら
っ

て
、
産
業
集
積
が
実
現
し
て
ほ
し

い
。
地
場
と
外
か
ら
の
誘
致
の
バ

ラ
ン
ス
を
と
っ
て
、
進
め
て
い
く

の
が
必
要
か
な
と
思
い
ま
す
。

─
─ 
国
や
関
連
機
関
な
ど
へ
期
待

す
る
支
援
策
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら

教
え
て
下
さ
い
。

　

宇
宙
港
を
目
指
し
て
い
く
中
で
、

い
ま
ま
で
宇
宙
機
が
空
港
に
降
り

て
く
る
と
い
う
こ
と
は
当
然
な
か
っ

た
の
で
、
法
整
備
も
し
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
。
そ
の
辺
は
協
議

と
要
望
等
を
し
て
お
り
ま
す
が
、

ま
ず
は
そ
こ
を
し
っ
か
り
進
め
て

い
っ
て
ほ
し
い
。
あ
と
は
、
宇
宙

ビ
ジ
ネ
ス
に
ど
ん
ど
ん
参
入
で
き

る
環
境
を
、
国
と
し
て
も
し
っ
か

り
と
整
備
し
て
ほ
し
い
。
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
で
支
援
し
て
い
た
だ

け
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

大分空港近くの空港展望公園に設置されている、大分在
住のアーティスト・サバコさんによるUFOの現代アート。
様々な取り組みで宇宙港化を盛り上げている。

宇宙ノオンセン県オオイタの公式PRキャラクター「宇宙人
U」。宇宙港に認定された大分空港を利用してUFOで地球
にやってきた宇宙人という設定で、宇宙関連のPRポスター
やイベントなどで活躍中。

観
光
資
源
の
温
泉
も
活
か
し
大
分
県
全
体
で
宇
宙
関
連
事
業

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
る
。

「
宇
宙
人
割
」実
施
期
間
は
次
の
通
り
。

R
3
年
度 

2
0
2
1
年
12
月
16
日
～
2
0
2
2
年
2
月
28
日

R
4
年
度 

2
0
2
2
年
8
月
2
日
～
2
0
2
3
年
2
月
28
日

北海道の産業　宇宙関連の先端技術や産業

コラム 【次世代人材育成への取り組み】

大分県立国東高校では、2024年度から普通科進学コースの
2年次から「SPACEコース」を開設。宇宙に関する学びを深め、
総合型選抜などで国公立大学への進学を目指すコースで、宇
宙に関連する専門機関や企業・大学等の協力を得て、探究活
動に取り組む予定。宇宙の学びを通して、宇宙視点から地球の
未来について考え課題を捉え、解決に向けて具体的に尽力す
る地域・日本・世界のリーダー育成を目指す。

宇宙STEAM探究
（１学年の総合的な
探究の時間）で、日
本文理大学工学部
航空宇宙工学科・
岡崎覚万教授の講
演の様子。



3435 Docon Regional Research  Docon Regional Research

東日本事業本部
東京支店
〒103-0001　東京都中央区日本橋小伝馬町4番9号
　　　　　   小伝馬町新日本橋ビルディング
　営業部 TEL（03）5644-0411　FAX（03）5644-0415
　事業部 TEL（03）5644-0412　FAX（03）5644-0415

東北支店
〒980-0811　仙台市青葉区一番町4丁目1番25号
営業部 JRE東二番丁スクエア

　事業部 TEL（022）225-2860　FAX（022）264-9331

函館事務所
〒040-0063　函館市若松町15番7号 函館北洋ビル
 TEL（0138）27-2613　FAX（0138）26-8269

旭川事務所
〒070-0034　旭川市4条通9丁目1703番地 旭川北洋ビル
 TEL（0166）24-5744　FAX（0166）24-7970

釧路事務所
〒085-0015　釧路市北大通10丁目2番地1 新釧路道銀ビル
 TEL（0154）22-1891　FAX（0154）22-1491

岩手事務所
〒020-0021　盛岡市中央通3丁目17番7号 北星ビル
 TEL（019）656-1206　　FAX（019）656-1207

福島事務所
〒960-8034　福島市置賜町1番29号
 TEL（024）563-1431　FAX（024）563-1432

横浜事務所
〒230-0051　横浜市鶴見区鶴見中央4丁目14番6号-601号
 TEL（045）308-6930　FAX（045）308-6981

静岡事務所
〒420-0852　静岡市葵区紺屋町17番地の1
 TEL（054）686-5515　FAX（054）273-5578

名古屋事務所
〒460-0003　名古屋市中区錦3丁目1番30号 錦マルエムビル
 TEL（052）265-7951　FAX（052）265-7953

〒004-8585　札幌市厚別区厚別中央1条5丁目4番1号
　　　代表　TEL（011）801-1500
　　　代表　FAX（011）801-1600

管理本部 TEL（011）801-1501　FAX（011）801-1600
総務部
秘書室 TEL（011）801-1510　FAX（011）801-1610
人事室 TEL（011）801-1501　FAX（011）801-1600
関連会社企画室

経理部 TEL（011）801-1504　FAX（011）801-1600

事業推進本部 TEL（011）801-1511　FAX（011）801-1512
事業・品質管理部 TEL（011）801-1565　FAX（011）801-1566
人材開発室

営業部 TEL（011）801-1511　FAX（011）801-1512
技術情報部 TEL（011）801-1590　FAX（011）801-1591
新産業集積支援室 TEL（011）801-1545　FAX（011）801-1536
インフラマネジメント室 TEL（011）801-1585　FAX（011）801-1541

交通事業本部 TEL（011）801-1517　FAX（011）801-1541
交通部 TEL（011）801-1520　FAX（011）801-1521
　都心交通企画室
構造部 TEL（011）801-1540　FAX（011）801-1541
　設計照査室
防災保全部 TEL（011）801-1576　FAX（011）801-1577
　機電情報設備室
ＣＭ室 TEL（011）801-1542　FAX（011）801-1541
北海道新幹線室 TEL（011）801-1527　FAX（011）801-1541

水工事業本部 TEL（011）801-1532　FAX（011）801-1588
河川部 TEL（011）801-1587　FAX（011）801-1588
水工部 TEL（011）801-1530　FAX（011）801-1588
河川環境部 TEL（011）801-1532　FAX（011）801-1588

環境事業本部 TEL（011）801-1572　FAX（011）801-1573
環境保全部 TEL（011）801-1572　FAX（011）801-1573
地質部 TEL（011）801-1570　FAX（011）801-1571
農業部 TEL（011）801-1580　FAX（011）801-1581

都市・地域事業本部 TEL（011）801-1535　FAX（011）801-1536
総合計画部 TEL（011）801-1555　FAX（011）801-1556
都市環境部 TEL（011）801-1535　FAX（011）801-1536
   資源・エネルギー企画室
建築都市部 TEL（011）801-1550　FAX（011）801-1551

本　　　社 支　　　店

事　務　所

Docon
Regional
Research
［ドーコン リージョナル・リサーチ］

北海道の産業

宇宙関連の先端技術や産業

■基調レポート
　ロケット産業は地域を変えるか
　大分大学 経済学部 教授 宮町 良広

■基調レポート
　北海道の宇宙産業の方向性と周辺インフラ
　京都大学 大学院 教授　山田 忠史

【取材協力】
インターステラテクノロジズ 株式会社
株式会社 岩谷技研
株式会社 釧路製作所
SPACE COTAN 株式会社
大樹町
株式会社 グリーン＆ライフ・イノベーション
一般社団法人 北海道産学官研究フォーラム
　　　　　　 北海道航空・宇宙研究会
大分県
国東市

その他、多くの方 に々ご協力頂きました。
この場を借りて御礼申し上げます。

ⓒ禁無断転載・コピー　
本誌掲載の写真・図版・記事などを許可なく無断で転写・転載することを禁じます。

企画／発行所 株式会社ドーコン
 札幌市厚別区厚別中央1条5丁目4番1号

ホームページ https://www.docon.jp/

編　　　　集 株式会社ドーコン
 事業推進本部 事業・品質管理部
 TEL.011-801-1565

発　 行 　日 2024年4月26日

Docon Regional Research ドーコン リージョナル・リサーチ ドーコン リージョナル・リサーチ vol.02

ドーコン リージョナル・リサーチは
ホームページでも公開中

https://www.docon.jp/drr




